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ご使用の前に
この「取扱説明書」をよくお読みのうえ､正しくお使いください｡
特に 4 ～ 6 ページの「安全上のご注意」は、 必ずお読みいただき安全にお使いください。
そのあと保証書と一緒に大切に保管し、必要なときにお読みください｡

Clavia とは、ドイツ語の
「鍵盤楽器」の意からの造語
です（ ）
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デモ表示について
電源コードを家庭用コンセントに接続する
と表示窓が点灯し、デモ表示になります。
デモ表示をしないようにするには、
電源「切」のとき

「D
デ モ

EMO C
ク リ ア

LEAR」が表示され
デモ表示の動作はしません。
この状態にしてからお使いく
ださい。

詳しくは11ページをご覧ください。
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本書の見かた
R	主にリモコンのボタンを使って操作説明しています。本
体に同じマークのボタンがある場合には、本体のボタン
もお使いいただけます。

R	本文中のボタン名は、[ボタン名]で表示しています。た
だし、数字ボタンは[数字ボタン]で、表示しています。

R	本書内のイラストは、説明のため簡略化や誇張している
ものがあります。

R	本書で説明している以外の方法でも操作できる場合があ
ります。

アイコンについて

	
ＣＤＣＤ
	：	音楽CDに関する操作説明

	 ＭＤ 	：	MDに関する操作説明

	
ＴＡＰＥＴＡＰＥ

	：	カセットテープに関する操作説明

ラジオラジオ	：	FM、AMラジオ放送に関する操作説明

	
ＬＩＮＥ
	：	LINE端子に接続した機器に関する操作説明

	A	：	参照するページを示す

付属品の確認
リモコン（１個）

RM-SRCA1-S：RC-A1-S用
RM-SRCA1-W：RC-A1-W用

単3形乾電池（2本） 
（リモコン動作確認用）

電源コード（1本） AMループアンテナ（1個）

こんなことができます
お目覚めに便利な

　　　スヌーズ機能 テープを聞く
テープに録音する

デジタルオーディオプレーヤーなどを
つないで再生するだけですぐ聞ける

ＱＰリンク再生

見やすい

文字拡大表示

ＣＤを聞く

ＭＤを聞く
ＭＤに録音する
ＭＤ

ＴＡＰＥＴＡＰＥ

ＣＤＣＤ

（A17）

（A16）

（A45）

（A46）

（A30）

（A16）

（A26）

（A22）
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絵表示について
この取扱説明書と製品には、いろいろな絵表示が記載されています。
これらは、製品を安全に正しくお使いいただき、人への危害や財産への損害を未然に防止するための表示です。
絵表示の意味をよく理解してから本文をお読みください。

R	この表示の注意文を無視して、誤った取扱いをすると、
「死亡または重傷を負う可能性が想定される」内容を示し
ています。

R	この表示の注意文を無視して、誤った取扱いをすると、
「傷害を負ったり物的損害が想定される」内容を示してい
ます。

R 絵表示の説明

警告警告 注意注意

注意をうながす記号 行為を禁止する記号 行為を指示する記号

一般的注意 感電 禁止 分解禁止 水場での使用禁止 水ぬれ禁止 一般的指示 電源プラグを抜く

注意をうながす記号 行為を禁止する記号 行為を指示する記号

一般的注意 感電 禁止 分解禁止 水場での使用禁止 水ぬれ禁止 一般的指示 電源プラグを抜く

警告
万一、次のような異常が発生し
たときはすぐに使用をやめる。

R	煙が出ている、へんなにおいがするとき
R	内部に水や異物が入ってしまったとき
R	落としたり、破損したとき
R	電源コードが傷んだとき（芯線の露出や断線など）
すぐに電源を「切」にし、必ず電源プラグをコンセントから
抜く。異常が発生したまま使用していると、火災や感電の
原因となります。煙が出なくなるのを確認してから販売店
に修理を依頼してください。お客様による修理は危険です
から絶対におやめください。

分解や改造をしない。

火災や感電の原因となります。内部の点検や修理は、お買
い上げの販売店にご依頼ください。

風呂場では使用しない。

本機の中に水が入ると、火災や感電の原因となります。

本機の中に物を入れない。

通風孔やディスク挿入口などから、金属物や燃えやすいも
のが入ると、火災や感電の原因となります。特に小さいお
子様のいるご家庭では注意してください。

電源プラグを抜く電源プラグを抜く

分解禁止分解禁止

水場での使用禁止水場での使用禁止

電源コードを傷つけない。

電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となります。
特に、次のことに注意してください。
R	電源コードを加工しない
R	電源コードを無理に曲げない
R	電源コードをねじらない
R	電源コードを引っ張らない
R	電源コードを熱器具に近づけない
R	電源コードの上に家具などの重い物をのせない

電源プラグは根元まで確実に差し込む。

差し込みが不完全ですと、発熱したりほこりが付着して火
災や感電の原因となります。また、たこ足配線も、コード
が熱を持ち危険ですのでしないでください。

電源プラグは定期的に清掃する。

電源プラグとコンセントの間に、ゴミやほこりがたまって
湿気を吸うと、絶縁低下を起こして、火災の原因となりま
す。定期的に電源プラグをコンセントから抜き、ゴミやほ
こりを乾いた布で取り除いてください。

本機の上に水などの入った容器を
置かない。

花びん、化粧品、薬品など水の入った容器を置かないでく
ださい。こぼれたり、中に水が入った場合は、火災や感電
の原因となります。

雷が鳴り出したら、アンテナ線や
電源プラグに触れない。

感電の原因となります。

水ぬれ禁止水ぬれ禁止

接触禁止接触禁止
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安全上のご注意 ーはじめにお読みくださいー
はじめに



警告
交流100V(ボルト）以外の電源電
圧で使用しない。

表示された電源電圧以外では、火災・感電の原因となりま
す。本機を使用できるのは日本国内のみです。
This	set	is	designed	for	use	in	Japan	only	and	can	
not	be	used	in	any	other	country.

本機の包装に使用しているポリ袋
は、小さなお子様の手の届くとこ
ろに置かない。

頭からかぶると窒息の原因となります。

注意
電源プラグを抜くときは、電源
コードを引っ張らない。

電源コードを引っ張ると、コードに傷がつき、火災や感電
の原因となることがあります。電源プラグを持って抜いて
ください。

ぬれた手で電源プラグを抜き差し
しない。

感電の原因となることがあります。

長期間使用しないときは、電源プ
ラグを抜く。

電源が「切」でも本機には、わずかな電流が流れています。
安全および節電のため、電源プラグをコンセントから抜い
てください。

置き場所に注意する。

次のような所に置くと、火災や感電の原因となることがあ
ります。
R	調理台や加湿器のそばなど、油煙や湯気が当たる所
R	湿気やほこりの多い所
R	熱器具の近くなど高温になる所
R	窓ぎわなど水滴の発生しやすい所

ぐらついた台の上や傾いた所な
ど不安定な場所に置かない。

バランスがくずれて倒れたり、落ちたりして、けがの原因
となることがあります。

ぬれ手禁止ぬれ手禁止

電源プラグを抜く電源プラグを抜く

通風孔をふさいだり、風通しの
悪い場所で使用しない。

本機の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと
内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。
特に次のことに注意してください。
R	あお向けや横倒し、逆さまにしない
R	本箱、押し入れなど風通しの悪い狭い所に押し込まない
R	テーブルクロスを掛けない
R	本や雑誌などをのせない
R	じゅうたんや布団の上に置かない
R	設置するときは、壁などから10cm	以上離す

お手入れをするときは、電源プ
ラグを抜く。

電源が「切」でも本機には、わずかな電流が流れています。
電源プラグがコンセントに接続されていると、感電の原因
となることがあります。

移動するときは、接続したコー
ドや電源プラグを抜く。

接続したまま移動すると、コードが傷つき、火災や感電の
原因となることがあります。

はじめから音量を上げすぎない。

突然大きな音が出て、スピーカーを破損したり、聴力障
害の原因となることがあります。電源を切る前に音量（ボ
リューム）を下げておき、電源が入ってから徐々に上げてく
ださい。

電源プラグを抜く電源プラグを抜く

電源プラグを抜く電源プラグを抜く
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安全上のご注意
注意

ヘッドホンを使用するときは、
音量を上げすぎない。

耳を刺激するような大きな音量で長時間続けて聞くと、聴
力に悪い影響を与えることがあります。

ディスク挿入口に、手を入れな
い。

けがの原因になることがあります。特に小さなお子様のい
るご家庭ではご注意ください。

3年に一度は内部の清掃を販売
店に依頼する。

内部にほこりがたまったまま使用すると、火災の原因とな
ることがあります。特に、湿気の多くなる梅雨期の前に行
なうと、より効果的です。

手を挟まれないよう注意手を挟まれないよう注意

電池の取り扱いに注意する。

電池の取り扱いを誤ると、電池が破裂したり、液もれして、
火災・けがや周囲を汚す原因となることがあります。
次のことに注意してください。
R	指定以外の電池を使用しない
R	電池のプラス（＋）とマイナス（－）を間違えない
R	電池のプラス（＋）とマイナス（－）をショートさせない
R	電池を加熱しない
R	分解しない
R	火や水の中に入れない
R	新しい電池と一度使用した電池を混ぜて使用しない
R	種類の違う電池と混ぜて使用しない
R	乾電池は充電しない
R	長期間使わないときは、電池を取り出しておく

もし、電池が液もれをしてしまったときは、リモコンの内
部についた液をよく拭きとってください。万一、もれた液
体が身体についたときは、水でよく洗い流してください。

（つづき）

欧州連合のリサイクルマークです。
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本機の置き場所について
故障などを防止するために、次のような場所には置かない
でください。
R	湿気やほこりの多い所
R	バランスの悪い不安定	
な所

R	熱器具の近く
R	OA機器やけい光灯の	
すぐそば

R	風通しの悪い狭い場所

R	直射日光の当たる所
R	極端に寒い所
R	振動の激しい所
R	テレビや他のアンプ、
チューナーのそば

R	磁気を発生する所

本機の使用環境温度は、5℃ ～ 35℃です。この範囲外の
温度で使用すると、正しく動作しなかったり故障の原因と
なることがあります。

ご注意

露、水滴がついたら
次のようなとき、本機内部のレンズに露、水滴が付いて正
しく再生できない場合があります。
R	暖房を始めた直後
R	湯気や湿気の多いところに置いてあるとき
R	寒い所から急に暖かい部屋に移動したとき

このようなときは、電源を「入」にしたまま約1～2時間待っ
てから、ご使用ください。

本体の清掃
パネル操作面が汚れたら柔らかい布でからぶきしてくださ
い。汚れがひどいときは、水で布をしめらすか、中性洗剤
を少し布に付けてふき、あとからからぶきしてください。

シンナーやベンジン、アルコールなどの化学薬品でふい
たり、殺虫剤をかけないでください。変色したり表面の
仕上げをいためることがあります。

ご注意

テープデッキのヘッド部の清掃
音が小さくなったり音質が悪くなる前に、およそ10時間
使うごとにヘッドやピンチローラー、キャプスタンを清掃
してください。

キャプスタン

ヘッドピンチローラー ピンチローラー

綿棒

R	市販のクリーニングキット（綿棒とクリーニング液）を使う
と便利です。

ヘッドホンについて
ヘッドホンをご使用になるときには、耳を刺激しないよう
適度な音量でお楽しみください。

R	ステレオで音楽をお楽しみになるときは､隣近所
に迷惑がかからないような音量でお聞きください。	
特に、夜は小さな音でも周囲によく通るものです。窓を閉
めたりヘッドホンをご使用になるなどお互いに気を配り、
快い生活環境を守りましょう。このマークは音のエチケッ
トのシンボルマークです。

CDとCD-R/CD-RWについて

文字のある面に、 、
 
または 

のいずれかマークが入っているCDをお使いください。
DVDやビデオCDは再生できません。
R	本機では、CD規格（CD-DA）に準拠しないディスクに
ついては、動作や音質を保証できません。
CDを再生する際には、「CDロゴマーク」の有無や、パッ
ケージのご注意をお読みになり、CD規格に準拠する
ディスクであることをお確かめください。

CD についているマークを確認して

文字のある面に、 、
 
または 

のいずれかマークが入っているCDをお使いください。
DVDやビデオCDは再生できません。
R	本機では、CD規格（CD-DA）に準拠しないディスクに
ついては、動作や音質を保証できません。
CDを再生する際には、「CDロゴマーク」の有無や、パッ
ケージのご注意をお読みになり、CD規格に準拠する
ディスクであることをお確かめください。

CD についているマークを確認して

お客様が編集したCD-R/CD-RWディスクは、ファイナ
ライズ処理されているディスクに限り本機でお楽しみい
ただけます。
R	CD-R/CD-RWディスクを作成するときは、ディスク
フォーマットを「ISO	9660」にしてください。また、
パケットライト方式（UDFフォーマット）は使用しな
いでください。

R	音楽用のCDフォーマットで記録されたCD-R/CD-
RWディスクが再生できます。ただし、ディスクの特
性・記録状態・傷・汚れ、またはプレーヤーのレンズの
汚れ・結露などにより本機で再生できないことがあり
ます。

R	CD-R/CD-RWディスクをお使いになる前に、ディス
クの使用上のご注意をよくお読みください。

R	MP3などの音声ファイルの再生または、CDテキスト
の表示には対応しておりません。

R	音楽用のCDフォーマット以外で記録したことのある
CD-RWディスクは、いったん全曲を消去してくださ
い。そのまま使用すると、突然大きな音が出てスピー
カーを破損するなどの原因になります。

CD-R/CD-RW ディスクについて

お客様が編集したCD-R/CD-RWディスクは、ファイナ
ライズ処理されているディスクに限り本機でお楽しみい
ただけます。
R	CD-R/CD-RWディスクを作成するときは、ディスク
フォーマットを「ISO	9660」にしてください。また、
パケットライト方式（UDFフォーマット）は使用しな
いでください。

R	音楽用のCDフォーマットで記録されたCD-R/CD-
RWディスクが再生できます。ただし、ディスクの特
性・記録状態・傷・汚れ、またはプレーヤーのレンズの
汚れ・結露などにより本機で再生できないことがあり
ます。

R	CD-R/CD-RWディスクをお使いになる前に、ディス
クの使用上のご注意をよくお読みください。

R	MP3などの音声ファイルの再生または、CDテキスト
の表示には対応しておりません。

R	音楽用のCDフォーマット以外で記録したことのある
CD-RWディスクは、いったん全曲を消去してくださ
い。そのまま使用すると、突然大きな音が出てスピー
カーを破損するなどの原因になります。

CD-R/CD-RW ディスクについて

使用上のご注意
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CD
MD REC

1234 REC PRGM RAMDOM GROUP SEARCH

MD SPLP24
HIGH GR

SLEEP
SOUND LIFTER SOUND

SNOOZE STEREO MONO
BASS

ALL

TAPE REC

A.STANDBY
QPLink

本体

表示窓(ディスプレイ)

各部の名前

プログラム表示（A20）
スヌーズ表示（A45）
スリープタイマー表示（A42）
タイマーモードの表示（A42、43）
リバースモード表示（A17、28）
テープ走行方向（A17、28）

サウンドリフター表示（A13） 文字情報表示部
αサウンド表示（A13）

FMステレオ表示（A14）
ランダム表示（A19）
スーパーバスプロ表示（A13）
グループ表示	（A19）
FMモノラル表示（A14）

リピート表示（A18）

MDの
録音時間表示
倍速録音表示	
グループ録音表示

QPリンク表示（A22）
オートスタンバイ表示（A46）

カラー/デモボタン	（A11、47）
録音モードボタン（A26～29）
録音スピードボタン（A26）

MD録音ボタン（A26～29）
TAPE録音ボタン（A30、31）
文字サイズ標準/拡大ボタン（A46）

ソース（音源）切換ボタン
CD（I/W）
MD（I/W）
TAPE（H	I）	
FM/AM
LINE

CD（M）取出しボタン（A16）

CDトレイ（A16） LINE	IN/OUT	端子（A10、11）

カセットホルダー
時計表示/スヌーズボタン（A45、46）
α
アルファ

サウンドボタン（A13）
テープ（M）取出し部（A17）

電源ボタン（A13）

音量つまみ（A13）

MD（M）取出しボタン（A16）
MD挿入口（A16）

マルチコントロールボタン
CD、MD、テープ（A26～30）
ラジオ（A14）
	S/T	（曲の頭出し・早送り/早戻し）
					o					 	（停止）	

表示窓（下記参照）

リモコン受光部
サウンドリフターボタン（A13）

タイトルサーチ表示（A21）

CD表示 （A16）
CD 	：	停止中点灯

	 	 再生中、一時停止中点滅
MD表示 （A16）

MD
	
：	停止中点灯

	 	 	 再生中、録音中点滅、一時停止中点滅
	 REC	 ：	MD録音中点滅

TAPE表示 （A17）
TAPE 	：	停止中点灯
	 	 再生中、録音中点滅
　REC	 ：	テープ録音中点滅
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リモコンの操作
R	リモコンを使うときは、本体正面に向けて操作してくだ
さい。

R	操作が可能な距離は本体のリモコン受光部から約5m以
内です。

R	操作範囲が狭くなったり、本体に近づけないと操作でき
なくなったときは、新しい乾電池と交換してください。

R	リモコンを落としたり、強い衝撃をあたえないでください。

R	付属の乾電池は動作確認用です。早めに新しい乾電池
と交換してください。

R	乾電池は、「安全上のご注意（A6）」をお読みの上、正
しくお取り扱いください。

ご注意

R	付属の乾電池は動作確認用です。早めに新しい乾電池
と交換してください。

R	乾電池は、「安全上のご注意（A6）」をお読みの上、正
しくお取り扱いください。

ご注意

単３形乾電池

リモコン（RM-SRCA1）

リモコンの乾電池の入れかた

リモコン内部の表示に
極性（＋、－）を合わせ
て正しく入れます。
（－）側から先に入れて
ください。

数字（1～10、0、≧10）ボタン
（A12、15、18、20、32～38、
43、44）

オートプリセット（0）ボタン
（A15）

タイトル/編集ボタン
（A32～37）
グループタイトル/編集ボタン	

（A38～41）

再生/FMモードボタン（A14、19、20）
リピートボタン（A18）
リバースモードボタン（A17、28）

スヌーズボタン（A45）
時計/タイマーボタン（A12、42）
スリープボタン（A42）

お知らせサウンドボタン（A13）
スーパーバスプロボタン（A13）

文字サイズ標準/拡大ボタン（A46）

電源ボタン（A13）

表示/文字ボタン
（A12、15、23、27、29、31、32）
キャンセル（CANCEL)ボタン

（A20、33、34、36、37、42、43、44）

セット（SET)ボタン（A12、32～44）

エンター（ENTER）ボタン（A32～41）

グループスキップボタン（ 	、 ）
（A17～19、32）
マルチコントロールボタン
CD、MD、テープ（A26～31）
ラジオ（A14）
	S/T	（曲の頭出し、早送り/早戻し）
					o					 	（停止）

タイトルサーチボタン（A21）
ソース（音源）切換ボタン

（A14、16～22）

カラーモードボタン（A47）

ディマーボタン（A47）

低音/高音ボタン	（A13）

音量ボタン（A13）

サウンドリフターボタン（A13）
αサウンドボタン（A13）

オートスタンバイボタン（A46）
録音スピードボタン（A26）
録音モードボタン（A26～29）

QPリンクボタン（A22）



10

AMアンテナの接続と調節

1. AMループアンテナ（付属品）を組み立てます。

2. アンテナ線を接続します。

3. AMループアンテナを左右に回して最も受信状態
のよい方向に向けて置きます。AMループアンテ
ナは、本体からできるだけ離して置いてください。

o AMループアンテナではうまく受信できないとき

溝に差し込む溝に差し込む

FM 75
COAXIAL

AM EXT

AM
LOOP

アンテナ線の差し込みかた

本機（背面）

白線側をAM EXT端子、黒線側
を　（アース）端子に接続し
ます。逆につなぐと雑音が多
くなることがあります。

FM 75
COAXIAL

AM EXT

AM
LOOP

アンテナ線の差し込みかた

本機（背面）

白線側をAM EXT端子、黒線側
を　（アース）端子に接続し
ます。逆につなぐと雑音が多
くなることがあります。

FM 75
COAXIAL

AM EXT

AM
LOOP

窓際や屋外になるべく高く
水平に張ります。
AMループアンテナも一緒に
接続しておいてください。

電線：3～5ｍ（市販品）

本機（背面）

電線

よじる

AMループアンテナ

FM 75
COAXIAL

AM EXT

AM
LOOP

窓際や屋外になるべく高く
水平に張ります。
AMループアンテナも一緒に
接続しておいてください。

電線：3～5ｍ（市販品）

本機（背面）

電線

よじる

AMループアンテナ

FMアンテナの調節

ロッドアンテナを伸ばして、最もよく受信できるように
長さ、角度を調節します。

o ロッドアンテナではうまく受信できないとき

M 75
OAXIAL

EXIT

アンテナコード
VX-22A（別売り）
など

変換器
VZ-71A
（別売り：300Ω⊘75Ω対応）

共聴
アンテナ端子

本機（背面）
FM屋外アンテナ
（市販品）

同軸ケーブル
3C-2V（市販品）

または

電波状況によっては、ＦＭフィーダーアンテ
ナ：CN-511A（別売り：300Ω対応）がご利用
になれます。
この場合も変換器VZ-71A（別売り）が必要
です。

付属品以外のアンテナを接続する際の詳細については、
アンテナおよび変換器の取扱説明書を参照してください。

LINE IN端子の接続
本機でデジタルオーディオプレーヤーや他のオー
ディオ機器の音声を聞くときに、市販のステレオミ
ニプラグコードで接続します。

AC IN

PHONES

ANTENNA

AM EXT

AM
LOOP

FM 75
COAXIAL

AC IN

PHONES

ANTENNA

AM EXT

AM
LOOP

FM 75
COAXIAL

音声出力
（ヘッドホン）端子より

ビクター製のデジタル
オーディオプレーヤーなど

IN 端子へ

ステレオミニプラグコード
CN-203A︵別売り︶など

音声出力
（ヘッドホン）端子より

ビクター製のデジタル
オーディオプレーヤーなど

IN 端子へ

ステレオミニプラグコード
CN-203A︵別売り︶など

接続 ー接続が終わるまで電源は入れないでください。ー
準備
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LINE OUT端子の接続
本機の音声をデジタルオーディオプレーヤーや他の
オーディオ機器に録音するときに、市販のステレオ
ミニプラグコードで接続します。

R	デジタルオーディオプレーヤーによっては音声入力端子
がない機種もあります。

R	本機のソース（音源）が「LINE」以外の場合に、音声の録
音ができます。

ヘッドホンの接続
市販のヘッドホンを接続します。

R	ヘッドホンを接続すると、スピーカーから音が出なくな
ります。

電源コードの接続
すべての接続が終了してから接続してください。

R	 1 →	2 の順に接続します。

OUT 端子より

音声入力端子へ

ステレオミニプラグコード
CN-203A︵別売り︶など

ビクター製のデジタル
オーディオプレーヤーなど

OUT 端子より

音声入力端子へ

ステレオミニプラグコード
CN-203A︵別売り︶など

ビクター製のデジタル
オーディオプレーヤーなど

AC IN

PHONES

ヘッドホン

本機背面
AC IN

PHONES

ヘッドホン

本機背面

AC IN

本機背面

AC100V
50Hz/60Hz
家庭用コンセントへ

1

2

付属の電源コードAC IN

本機背面

AC100V
50Hz/60Hz
家庭用コンセントへ

1

2

付属の電源コード

R	電源コードを紛失したり電源コードが断線したときは、お
買い上げの販売店で別売りの電源コード：CN-325A(黒)
をお買い求めください。

R	長期間使用しないときは、コンセントから電源コード
を抜いておいて安全および節電に心がけてください。	
（電源が切れていても、電源コードが接続されていると約
0.9Ｗの電力を消費します）

お知らせお知らせ

R	電源コードを紛失したり電源コードが断線したときは、お
買い上げの販売店で別売りの電源コード：CN-325A(黒)
をお買い求めください。

R	長期間使用しないときは、コンセントから電源コード
を抜いておいて安全および節電に心がけてください。	
（電源が切れていても、電源コードが接続されていると約
0.9Ｗの電力を消費します）

お知らせお知らせ

R	形状の違いによる故障や事故を防止するため、指定以
外の電源コードは絶対に使用しないでください。

R	付属の電源コードは、本機以外の機器には使用しない
でください。

R	本機を持ち運びするときは	
電源コードやアンテナ線、他の機器との接続コードを
事前にはずし、ハンドルを持って運んでください。	
特にFM用屋外アンテナを接続しているときは、ご注
意ください。

R	電源コードをコンセントから抜いた状態や停電が20
分以上続くと、時計の設定は取り消されます。またタ
イマー予約の内容は、停電状態になると取り消されま
す。復旧したら合わせ直してください。

ご注意

R	形状の違いによる故障や事故を防止するため、指定以
外の電源コードは絶対に使用しないでください。

R	付属の電源コードは、本機以外の機器には使用しない
でください。

R	本機を持ち運びするときは	
電源コードやアンテナ線、他の機器との接続コードを
事前にはずし、ハンドルを持って運んでください。	
特にFM用屋外アンテナを接続しているときは、ご注
意ください。

R	電源コードをコンセントから抜いた状態や停電が20
分以上続くと、時計の設定は取り消されます。またタ
イマー予約の内容は、停電状態になると取り消されま
す。復旧したら合わせ直してください。

ご注意

本機ではデモ表示機能があり、電源コードをコンセント
に接続すると自動で電源「入」になり「HELL0	→	DEMO 
START!」表示のあと本機の機能などが表示窓に表示され
ます。本機のいずれかの操作をすると、表示窓に「DEMO 
OFF」と表示され、デモ表示は解除されます。この場合、電
源コードを抜き差ししたり停電があったときは、再びデモ
表示になります。

デモ表示の動作に入らなくするには
	（通常はこの状態でお使いください）
1.	[電源]を押して電源を「切」にする
2.	本体の[カラー／デモ]を2秒以上押す

R	「DEMO CLEAR」が表示され、電源コードを抜き
差ししてもデモ表示には入らなくなります。

R	デモを表示させるときは、もう一度同じ操作をしま
す。

表示窓のデモ表示について
本機ではデモ表示機能があり、電源コードをコンセント
に接続すると自動で電源「入」になり「HELL0	→	DEMO 
START!」表示のあと本機の機能などが表示窓に表示され
ます。本機のいずれかの操作をすると、表示窓に「DEMO 
OFF」と表示され、デモ表示は解除されます。この場合、電
源コードを抜き差ししたり停電があったときは、再びデモ
表示になります。

デモ表示の動作に入らなくするには
	（通常はこの状態でお使いください）
1.	[電源]を押して電源を「切」にする
2.	本体の[カラー／デモ]を2秒以上押す

R	「DEMO CLEAR」が表示され、電源コードを抜き
差ししてもデモ表示には入らなくなります。

R	デモを表示させるときは、もう一度同じ操作をしま
す。

表示窓のデモ表示について
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時計を合わせる
電源が「入/切」どちらの場合でも操作できます。

1 を押す

2 「時」を合わせる

または を押して選ぶ

R	押し続けると、時刻表示が連続して変わります。
R	時刻は[数字ボタン]でも合わせることができます。
右下の「数字ボタンの使いかた」をご覧ください。

3 設定する

を押す

R	点滅が「分」に移動します。

4 「分」を合わせ、設定する
R	手順 2、3 と同じ操作で設定します。
R	点滅が「曜日」に移動します。

5「曜日」を合わせ、設定する
または を押して選ぶ

R	曜日は次のように変わります。

SUN.
（日）

MON.
（月）

TUE.
（火）

WED.
（水）

THU.
（木）

FRI.
（金）

SAT.
（土）

数字ボタン数字ボタン

0 : 00 SUN.0 : 00 SUN.

13 : 00 SUN.13 : 00 SUN.

13 : 00 SUN.13 : 00 SUN.

基本操作
6 設定する

を押す

R	設定した「分」の0秒から時計が動き始めます。

時刻を音で確認する

電源「切」のとき を押す

R	お知らせサウンドが「ON」のとき、時刻を音階と音の回
数でお知らせします。
「お知らせサウンドを設定する」（A13）

R	音の種類は3種類あります。
長い音	 ：「0」を示します
短い音	 ：「1～4」を示します
短い連続5音	 ：「5」を示します。「6」以上は、この音	
	 	 の後に短い音が続きます。
例：時刻表示が「9：35（午前9時35分）」のとき
4ケタの数「0935」とみなします。
「0」…長い音	 （ド）
「9」…短い連続5音＋短い音4回	（ミ）
「3」…短い音3回	 （ソ）
「5」…短い連続5音	 （ド）

時計を合わせ直すには
[時計/タイマー]を5回押す
R	時計を表示させ、手順 2 から操作します。

使用中に時計を表示させるには
[表示/文字]を繰り返し押す
R	MDが入っているときと、入っていないときで表示の順
番が異なります。（A23）

本体の[時計表示/スヌーズ]を押す
R	約5秒表示します。

R	時計を合わせているとき、2分以上なにも操作をしない
と設定前の表示に戻ってしまいます。

R	電源「切」で時計を合わせたときは、設定が終わると現在
時刻と曜日の表示に変わります。

R	時計を合わせているとき、[CANCEL]を押すと「時」また
は「分」表示の点滅に戻せます。時刻を修正することがで
きます。

R	月に1分程度のズレを生じます。定期的に時計を合わせ
直してください。

R	20分以上の停電や電源コードが抜いてあったときは、
時刻表示が取り消されます。このようなときは、時計
を合わせ直してください。

お知らせお知らせ

1～10のとき	： から を押す
11～のとき	 ： を押してから ～ 、 を押す

例   3：
	 13： → → 　
	 20： → →

数字ボタンの使いかた

基本操作
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電源を入れる/切る

を押す

R	電源が「切」の状態で、次のいずれかを押したときも電源
が入ります。

リモコン	：

本体	 ：

	 	 	 	
本体の[CD（M）]/[MD（M）]以外を押したときはソース
（音源）も切り換わります。ディスクやテープが入ってい
るときは、再生が始まります。

音量を調節する

を押す
R	本体の [音量つまみ]を回しても調節で
きます。

R	VOLUME	0～35の範囲で調節できます。

音質を調節する

を押す
R	押すごとに切り換わります。

BASS 0 ：	低音を調節できます。

TREBLE 0：	高音を調節できます。

ソース（音源）の表示
4秒以内に

を押す
R	－5～＋5の範囲で調節できます。
R	4秒後に元のソース（音源）の表示に戻
ります。

重低音を強調する

を押す
R	押すごとに切り換わります。

S. BASS ON（お買い上げ時の設定）

S. BASS OFF

R	「ON」のとき表示窓に が表示され、メリハリ
の効いた重低音が楽しめます。

お知らせサウンドを設定する
ボタン操作の確認音や、録音終了音、編集時のエラー
音などが鳴ります。

を押す R	押すごとに切り換わります。

オシラセ サウンド OFF：	確認音は鳴りません。

オシラセ サウンド ON ：	確認音が鳴ります。
　（お買い上げ時の設定）

R	確認音は、音量を"0"にしていたり、ヘッドホンを接続し
ていても鳴ります。

サウンドリフターを使う
音像を上方向に拡大するとともに、臨場感ある再生
音が楽しめます。

を押す

R	押すごとに切り換わります。
S.LIFTER 1	 ：	CDなどの音楽向き
S.LIFTRT 2	 ：	1より音像を拡大したいとき
S.LIFTER 3	 ：	2より音像を拡大したいとき
S.LIFTER OFF	：	サウンドリフター解除

R	「OFF」以外のとき表示窓に が表示されます。

R	再生するソース（音源）によっては、再生音に違和感を感
じることがあります。このようなときは別のモードを選
ぶかサウンドリフターを解除してください。

お知らせお知らせ

αア ル フ ァサウンドを使う
αサウンドで広がりのある音が楽しめます。

を押す

R	押すごとに切り換わります。	
α SOUND NATURAL (ナチュラル）：自然な音の広がりを実

現します。
α SOUND SMOOTH (スムース） ：耳に快い音を実現します。
α SOUND DEEP (ディープ） ：さらに深い音の広がり

を実現します。
α SOUND OFF	(オフ） ：αサウンドを解除します。

R	「OFF」以外のとき表示窓に が表示されます。

α（アルファ）波は、人がリラックスしているときに
発生する脳波の一つと言われています。ビクターの
αDIMENSION	SOUNDは、サウンド回路の要である左
右差信号（LｰR間接音）にα波周波数でゆらぎを与え（こ
れをLFO変調といいます）、さらに抜け落ちやすい中音域
の音楽信号を自然に補正することにより、聞くだけでリ
ラックスできるような自然で心地よい音づくりを目指し
ました。

αサウンドとは

R	サウンドリフターとαサウンドは、同時に設定すること
はできません。
どちらかを設定すると、片方は自動解除（OFF）されます。

R	サウンドリフター、αサウンド機能は、録音される音
声に影響しません。

お知らせお知らせ
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ラジオを聞く
FMまたはAMを受信することができます。

数字ボタン

放送局を選ぶ

1 「FM」または「AM」を選ぶ

を繰り返し押して選ぶ

2 聞きたい放送局（周波数）を選ぶ

マニュアル選局

または を繰り返し押して選ぶ

本体のボタンで選ぶとき
1. [o]を押して、「MANUAL TUNING」を選ぶ

R	押すごとに「MANUAL」と「PRESET」が交互に
表示されます。

2. [S]または[T]を繰り返し押す

オート選局

または を押し続ける

R	押し続けて周波数が変わり始めたら離します。放送
を受信すると自動で止まります。

R	途中で止めたいときは、[T]または[S]を押します。

R	FMステレオ放送を受信すると「STEREO」表示が点灯
します。

FMモードの切り換え
FMステレオ放送が雑音で聞きにくいときは、音声
をモノラル（「MONO」が点灯）にします。モノラル
音声にすると、聞きやすくなることがあります。モー
ドは[再生/FMモード]を押すごとに切り換わります。
FM MONO

FM AUTO

FMステレオ放送について

R	本機は、テレビチャンネルの音声を受信することはできま
せん。

R	本機はAMステレオ放送には対応していません。
R	ロッドアンテナや付属のAMループアンテナでうまく
受信できないときは、市販の屋外アンテナを使用して
ください。（A10）

お知らせお知らせ

(A	15)

FM 1 8 1 . 3
STEREO

ステレオ表示プリセット番号
周波数

︵例：FM放送を受信中の場合︶

(A	15)

FM 1 8 1 . 3
STEREO

ステレオ表示プリセット番号
周波数

︵例：FM放送を受信中の場合︶

ラジオラジオ

聞く
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放送局を記憶させる（プリセット）
FMを最大30局、AMを最大15局まで記憶させるこ
とができます。FMとAMはそれぞれに操作します。

オート（自動）プリセット
FMまたはAMを受信中に

を2秒以上押す

R	「AUTO PRESET」が表示されます。
R	受信できる放送局が自動で記憶され、その局のプリセッ
ト番号と受信周波数が表示されます。

R	受信できるすべての放送局が記憶されるか、プリセット
できる最大数まで記憶されると、自動で終了します。

R	前に記憶された放送局であっても、新しく記憶された放
送局が上書きされます。

R	オートプリセットが終了すると、プリセット番号1に記
憶された放送局が受信されます。

R	FM放送のオートプリセットは、76.0	MHzから90.0	MHz
の間で自動選局し、記憶します。

R	雑音の多い放送局も記憶されることがあります。この
ようなときはマニュアルプリセットで選び直してくだ
さい。

お知らせお知らせ

マニュアル（手動）プリセット

1 プリセットしたい放送局を受信中に

を押す

R	プリセット番号が約5秒間点滅します。

2 プリセット番号が点滅している間に、記憶させ
たい番号を[数字ボタン]で入力する
R	「数字ボタンの使いかた」（A12）

3 選んだ番号が点滅している間に

を押す

R	「STORED」と表示され、選んだ放送局が記憶され
ます。

R	FMモード（A14）	も記憶されます。
R	電源コードを抜いた状態（または停電）が24時間以上
続くと、記憶させた放送局は取り消されます。再度記
憶させてください。

お知らせお知らせ

放送局を呼び出す（プリセット選局）
記憶した放送局を呼び出します。

FMまたはAMを受信中に、[数字ボタン]を押す
R	呼び出したい放送局のプリセット番号を入力します。
R	「数字ボタンの使いかた」（A12）

本体のボタンで選ぶとき
1. [o]を押して、「PRESET TUNING」を選ぶ

R	押すごとに「MANUAL」と「PRESET」が交互に表示
されます。

2. [S]または[T]を押して、放送局のプリセッ
ト番号を選ぶ

放送局名を入力する
プリセット選局で受信中の放送局に、最大8文字の
局名をつけることができます。

R	「放送局を呼び出す」（上記）で、局名を入力したい放送局
を選びます。

準備

1 を押す

2 文字の種類を選ぶ

を押す

R	押すごとに[　]が移動します。

3 局名を入力する
R	入力方法は「文字入力のしかた」をご覧ください。
（A33）

R	手順2、3を繰り返します。

4 登録する

を押す

R	「STORED」と表示され、入力した局名が表示され
ます。

R	オート選局やマニュアル選局で聞いているときは、放
送局名を入力できません。

お知らせお知らせ

A a 1［ ア ］
3＞■

STEREO

プリセット番号

A a 1［ ア ］
3＞■

STEREO

プリセット番号
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聞く

再生可能ディスク 音楽CD、CD-R/RW

R	MP3、WMAファイルは再生できません。
R	ディスクが入っている状態で表示窓に「CAN NOT 

PLAY」と表示されたときは、A51をご覧ください。

お知らせお知らせ

MDを聞く ＭＤ

R	電源を「入」にしてMDを挿入します。

矢印のある面
（ラベル面）を上にします

電源「切」のときはMDを入れ
ないでください。無理に押し
込むと故障の原因になります。

準備

を押す

R	1曲目から再生し、全部の曲の再生が終わると自動停止
します。

o 再生中の表示

MD 1 G 1

曲番号 グループ番号

再生（MDLP）モード

再生（MDLP）モード

再生経過時間

CD
MD

0 : 0 3LP2

MD表示
再生中、一時停止中は点滅

TAPE
MD SPLP24

R	曲タイトルがある場合は、タイトルが最初に表示されま
す。（長いタイトルはスクロールされます）

R	グループ分けされていないときは、グループ番号が	
「G －－」と表示されます。

R	MD表示が点灯または点滅しているときは、新しいMD
は入りません。無理に押し込むと故障の原因になります。

再生を途中で停止するには

を押す

o 停止中の表示

MD 1 1 G 3

総曲数 総グループ数

総再生時間

CD
MD

3 3 : 0 2
TAPE

MD表示
停止中は点灯

MD SPLP24

R	ディスクタイトルがある場合は、タイトルが最初に表示
されます。（長いタイトルはスクロールされます）

R	グループ分けされていないときは、総グループ数が	
「G －－」と表示されます。

CDを聞く ＣＤＣＤ

R	本体の[CD（M）]押してCDトレイを出します。
R	CDをCDトレイに置き、[CD（M）]を押してCDトレイ
を閉じます。

ラベル面を
上にします

CDトレイ

8cmセンチCDは内側
の凹部に置きます。

準備

を押す

R	1曲目から再生し、全部の曲の再生が終わると自動停止
します。

o 再生中の表示

CD 1

曲番号 再生経過時間

CD
MD

0 : 0 3

CD表示
再生中、一時停止中は点滅

TAPE

再生を途中で停止するには

を押す

o 停止中の表示

CD 2 1

総曲数 総再生時間

CD
MD

1 : 1 3 : 3 5
TAPE

CD表示
停止中は点灯
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テープを聞く ＴＡＰＥＴＡＰＥ

R	本体のテープ（M）取出し部を押して、カセットホルダー
を開きます。

R	再生したい面を上にし、テープの見える面を手前にして
入れます。

カセットホルダー

ノーマルテープを入れる

テープ（　）取出し部

R	C-90（90分）以下の長さのテープをご使用ください。
R	カセットホルダーを閉めるときは、テープ（M）取出し部
を押して「カチッ」と音がするまで確実に閉めてくださ
い。

を押す

R	押すごとに切り換わります。
：おもて面、またはうら面のみの片道再生

：おもて面からうら面への往復再生

：両面の連続再生 (再生を停止するまで繰り返し）

準備

を押す

CD
MD

0 0 0 5
TAPE ＞

リバースモード表示

テープカウンター

MD SPLP24
HIGH GR

TAPE

テープ走行方向
（I：順方向 H：逆方向）

テープ表示
（再生中点滅、停止中点灯）

R	 または で再生した場合、テープが巻き終わる
と自動停止します。

R	[TAPEHI]を押すごとに、テープ走行方向が変わりま
す。テープを入れた最初は、必ず順方向（おもて面）から
走行します。

R	テープの順方向再生中は右向き（I）のテープ走行方向が、
テープの逆方向再生中は左向き（H）のテープ走行方向が
表示されます。

再生を途中で停止するには

を押す

R	テープを取り出すときは、必ず[o]を押して再生を止め
てから本体のテープ（M）取出し部を押し、カセットホル
ダーを開けてください。カセットホルダーを開けると
テープカウンターは「0000」になります。

その他の操作 ＣＤＣＤ ＭＤ ＴＡＰＥＴＡＰＥ

o CD、MDのとき
一時停止する 再生中に 、 を押す。

R	もう一度押すと再生を再開します。

頭出し 
(スキップ）

S：押すごとに前の曲の頭に戻ります。
再生中に押すと、その曲の頭に戻
ります。

T：押すごとに次の曲の頭に移ります。

早送り・早戻し
（サーチ）

S：	
再生中に押し続ける。

T：

グループスキップ ：押すごとに前のグループに戻ります。
（MDのみ）
：押すごとに次のグループに移ります。
（MDのみ）

ディスクを
取り出す

本体の[CD（M）]または[MD（M）]	
を押す。

o テープのとき
早送り・早戻し

（サーチ）
S：	

押す。
T：

R	走行方向が順方向（I）のときは、
T が早送り、S が巻き戻しに
なります。

R	走行方向が逆方向（H）のときも、
T が早送り、S が巻き戻しに
なります。

R	本機はノーマルテープ（T
タ イ プ

YPEⅠ）の再生に対応してい
ます。ハイポジションテープ（TYPEⅡ）やメタルテー
プ（TYPEⅣ）は、特性が異なるためお勧めできません。
再生すると音質が変わります。

R	テープのお取り扱いについては、「カセットテープの
取り扱いかた」（A49）をご覧ください。

お知らせお知らせ
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聞く（つづき）
聞きたい曲を指定する

（ダイレクト選曲） ＣＤＣＤ ＭＤ

曲番号を指定して再生できます。

[数字ボタン]を押す
R	聞きたい曲を選びます。
R	「数字ボタンの使いかた」（A12）

リピート再生 ＣＤＣＤ ＭＤ

聞きたい曲を繰り返し再生することができます。

停止中または再生中にリピートモードを選ぶ

を繰り返し押す

REPEAT

リピート表示

AL L

ALL

︵例：REPEAT ALLのとき︶

R	押すごとに切り換わります。

REPEAT TRACK（ ） ： 1曲を繰り返し再生します。
REPEAT ALL（ ALL） ： 全曲を繰り返し再生しま

す。MDの「グループ再生中」
（A19）は、選ばれているグ
ループの全曲を繰り返し再
生します。

REPEAT OFF ： リピート再生を解除します。

R	本体の[CD（M）]または[MD（M）]を押したり、電源
を「切」にしてもリピート再生は解除されます。

お知らせお知らせ

数字ボタン
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聞く
ランダム再生 ＣＤＣＤ ＭＤ

ランダム（無作為）な順序で再生することができます。

1 ソース（音源）を切り換え、停止状態にする

CDのとき ： を押してから を押す

MDのとき ： を押してから を押す

2 「RANDOM」を選ぶ

を繰り返し押す

MD RANDOM

ランダム表示
RAMDOM

︵例：MDのとき︶

R	CDのときは「CD RANDOM」と表示されます。

3 再生する

CDのとき ： を押す

MDのとき ： を押す

ランダム再生を解除するには
停止中に [ 再生 /FM モード ] を繰り返し押して、

「RANDOM」表示を消す
R	本体の[CD（M）]または[MD（M）]を押したり、電源を「切」
にしてもランダム再生は解除されます。

R	一度再生した曲は、再び選曲されません。
R	CDとMDの曲を組み合わせてのランダム再生は、で
きません。

お知らせお知らせ

グループ再生 ＭＤ

お好みのグループだけ再生できます。

1 ソース（音源）を切り換え、停止状態にする

を押してから を押す

2 停止中に「GROUP」を選ぶ

を繰り返し押す

MD GROUP

グループ表示
GROUP

3 聞きたいグループ番号を選ぶ

または を押す

R	グループタイトルが最初に表示されます。（長いタ
イトルはスクロールされます）

4 再生する

を押す

R	選んだグループ内の先頭の曲から再生が始まります。
R	グループがないときは、「GROUP」表示が消え、通
常の再生になります。

R	選んだグループ内の曲がすべて再生されると、自動
的に停止します。

グループ再生を解除するには
停止中に[再生/FMモード]を押して、「GROUP」表
示を消す
R	本体の[MD（M）]を押したり、電源を「切」にしてもグルー
プ再生は解除されます。

R	再生中に [数字ボタン]を押してもグループ再生は解除
されます。そのとき、押した曲番号の曲が再生されます。
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聞く（つづき）

数字ボタン

プログラム再生 ＣＤＣＤ ＭＤ

プログラム（予約）して再生できます。
CD、MDともに最大32曲までプログラム再生でき
ます。

1 ソース（音源）を切り換え、停止状態にする

CDのとき ： を押してから を押す

MDのとき ： を押してから を押す

2 「PROGRAM」を選ぶ

を押す

R	MDのときは「MD PROGRAM」と表示されます。

3 曲番号を選ぶ

[数字ボタン]を押して、曲番号を選ぶ
R	「数字ボタンの使いかた」（A12）

R	CDの場合、プログラムの総再生時間が1時間40分
以上になると「--:--」と表示されます。

R	MDの場合、プログラムの総再生時間が2時間31分
以上になると「--:--」と表示されます。

CD PROGRAM

プログラム表示
PRGM

︵例：CDのとき︶

CD PROGRAM

プログラム表示
PRGM

︵例：CDのとき︶

CD 5 P 3
1 5 : 3 4

曲番号
PRGM

プログラム番号

プログラムの総再生時間

CD 5 P 3
1 5 : 3 4

曲番号
PRGM

プログラム番号

プログラムの総再生時間

4 再生する

CDのとき ： を押す

MDのとき ： を押す

R	プログラムできる曲数は、32曲です。これ以上のプ
ログラムはできません。プログラムしようとすると、
「PROGRAM FULL」と表示されます。

R	プログラムを間違えた場合、[CANCEL]を押すとプ
ログラムした曲が削除されます。

お知らせお知らせ

プログラム内容を確認するには
プログラム再生の停止中に、[S]または[T]を繰
り返し押す
R	押すごとにプログラム内容が変わります。ここでプログ
ラムを追加（最後の曲に）したり、削除（最後の曲を）する
こともできます。

プログラム内容を追加するには
プログラム再生の停止中に、[数字ボタン]を押す
R	曲番号を選びます。

プログラム再生モードを解除するには
停止中に[再生/FMモード]を押して、「PRGM」表
示を消す
R	プログラム内容は削除されません。

プログラム内容を削除するには
停止中に[CANCEL]を押す
R	プログラムの最後の曲が削除されます。
R	[CANCEL]を押し続けるとすべて削除されます。

R	本体の[CD（M）]または[MD（M）]を押したり、電源を「切」
にしてもすべて削除されます。また、プログラム再生も
解除されます。
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タイトルサーチ ＭＤ

曲のタイトルをサーチ（検索）し、再生できます。

1 ソース（音源）を切り換え、停止状態にする

を押してから を押す

2 を押す

[数字ボタン]を押してタイトルを入力する

T I TLE＞
A a 1［ ア ］

SEARCH

タイトルサーチ表示

R	[表示/文字]で、文字の種類を選びます。
（A32の手順  2 をご覧ください。）

R	5文字まで入力できます。
例：「F」と入力したときは「F」、「Frien」と入力し
たときは「Frien」で始まるタイトルを曲番号順
にサーチします。

R	入力方法は「文字入力のしかた」（A33） をご覧ください。
R	タイトルが記録されていない曲（NO	TITLE）をサー
チしたいときは、何も入力しません。

3 を押す

R	「SEARCH」と表示され、タイトルサーチが始まり
ます。曲が見つかると再生が始まります。
再生が終わると自動で次のタイトルサーチが始まり
ます。

R	スペース（空白）も文字として扱われますが、スペース（空
白）の後ろに文字がないときは無視されます。

R	英大文字と英小文字は区別されます。
R	曲が見つからないときは「SEARCH END」と表示さ
れ、タイトルサーチが終了します。

お知らせお知らせ

次の曲をサーチするには
[T]を押す
R	「SEARCH」と表示され、次のタイトルサーチが始まり
ます。

タイトルサーチをやめるには
[タイトルサーチ]を押す
R	タイトルサーチが解除され、再生中の曲の頭に戻って再
生を続けます。

SEARCH END
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聞く（つづき）
QPリンク再生 ＬＩＮＥ

QPリンク（Quick	Portable	Link）を使用すれば、
LINE	IN端子に接続した他の機器を再生するだけで、
本機で聞くことができます。

1 QPリンクモードを「ON」にする

を押す

R	押すごとに切り換わります。
QP Link ON	 ：QPリンク有効	

（お買い上げ時の設定）
QP Link OFF	：QPリンク無効

R	他の機器からの音声を検出できるときに、「QP 
Link」が点灯します。

2 他の機器の再生を始める
R	ソース（音源）が「LINE」以外のときは、自動的に
「LINE」に切り換わります。電源が「切」のときは「入」
になります。

L I NE 0 0
QPLink

音声が入力されると表示します

R	QPリンクでデジタルオーディオプレーヤーからの
音声を聞いているときに他のソース（音源）を選ぶ
と、QPリンクが解除されます。このとき、30秒
以上デジタルオーディオプレーヤーからの音声入力
がない場合や、デジタルオーディオプレーヤーを
LINE	IN端子から抜き差しした場合にQPリンクが
再度オンになります。

R	QPリンクで他の機器からの音声を聞いているとき、
電源を「切」にすると（タイマー機能による電源「切」も
含む）、QPリンクは一時的に解除されますが、30秒
以上他の機器からの音声入力がないと、再度QPリン
クがオンになります。

R	他の機器を再生していないのにQPリンクが働くときは、
[QPリンク]を2秒以上押して「QP：LEVEL 2（低感度）」
に切り換えてください。元の設定「QP：LEVEL1（高感
度）」（お買い上げ時）に戻すには、同じ操作をします。

R	録音中およびタイマー録音中はQPリンクは働きません。
R	デジタルオーディオプレーヤーからの音声信号が弱い
ときは、QPリンクが働かないことがあります。この
ようなときは、デジタルオーディオプレーヤーの音量
を上げて手順2の表示になることを確認してください。

お知らせお知らせ

R	LINE	IN端子に他のオーディオ機器を接続します。（A10）

準備

R	LINE	IN端子に他のオーディオ機器を接続します。（A10）

準備

QPリンク表示

QPLink

QP L i nk ON

QPリンク表示

QPLink

QP L i nk ON

LINE接続した他の機器を聞く ＬＩＮＥ

1 「LINE」を選ぶ

を繰り返し押す

2 他の機器の再生を始める
R	詳しくは接続した機器の取扱説明書をご覧ください。

3 音量などを調節する
R	調節方法は「基本操作」（A13）

音声入力レベルを調節する
LINE IN端子に接続された機器の音声入力レベルを
調節することができます。
R	ソース（音源）が「LINE」のとき操作します。

入力レベルが表示されるまで[SET]を押し続ける
LEVEL 1：	LEVEL2でも音声入力レベルが大きいときに

選びます。
LEVEL 2：	LEVEL3で音声入力レベルが大きい時に選びます。
LEVEL 3：	通常はこちらでお使いください。（お買い上げ

時の設定）

R	LINE	IN端子に他のオーディオ機器を接続します。（A10）

準備

R	LINE	IN端子に他のオーディオ機器を接続します。（A10）

準備

L I NEL I NE
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表示窓の表示を変える
MDの録音残量時間が確認できます。
（ソース（音源）がMD以外のとき）

を押す

R	押すごとに切り換わります。

o CD再生中（または停止中）のとき

再生中または停止中の表示

時計表示

（時間表示）REC REMAIN 録音残量時間表示
︵MDが入っているとき）

o MD再生中のとき

再生中の表示

曲タイトル表示

グループタイトル表示

時計表示

曲タイトルがないときは
「NO TR TITLE」と表示さ
れ、長いタイトルのときは
スクロールされます。

グループ分けされていない
ときは表示されません。
グループタイトルがない
ときは、「NO GR TITLE」
と表示され、長いグルー
プタイトルのときはスク
ロールされます。

o MD停止中のとき

停止中の表示

時計表示

ディスクタイトル表示 ディスクタイトルがないと
きは、「NO TITLE」と表示
され、長いディスクタイ
トルのときはスクロール
されます。

o テープ再生中または停止中のとき

再生中または停止中の表示

時計表示

（時間表示）REC REMAIN 録音残量時間表示
︵MDが入っているとき）

o FM/AM/LINEのとき

ソース（音源）名

時計表示

録音残量時間表示
︵MDが入っているとき）

（時間表示）REC REMAIN

ソース（音源）名

時計表示

録音残量時間表示
︵MDが入っているとき）

（時間表示）REC REMAIN
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録音の前に
録音する

MDへの録音について
R	録音時間モードのSP、LP2、LP4の曲を混在させて録
音することもできます。

R	本機は、通常の2倍の時間で録音できるモノラル録音に
は対応しておりません。ただし、モノラルソース(音源)
を録音時間の各モードで録音することはできます。

R	LP2またはLP4で録音された曲は、MDLPに対応し
ていない機器では再生できません。曲タイトルの始め
に「LP:」と表示され、無音状態になります。MDLPに
対応した機器で再生すると「LP:」は表示されません。

	「LP：」をつけるかどうか設定することができます。
	（「LP：」表示設定	A25、26）

ご注意

R	MDには最大254曲(トラック)まで録音することができます。
これ以上録音しようとすると「DISC FULL」が表示されます。

R	録音するときは、本機が未録音部分を探して録音します。
テープのように上書きで録音することはできません。

R	音楽CDの音声はデジタル信号のまま録音されます。ラジ
オやLINEの音声は、アナログ信号をデジタル信号に変換
してから録音されます。

R	録音残量時間は、そのときの録音に使われる録音時間
モードに応じて異なります。

R	リピート再生での録音はできません。録音を開始する
と自動でリピート再生が解除されます。

お知らせお知らせ

R	録音中は、本機に振動を与えないようにしてください。
特に録音終了直後の「WRITING」（書き込み中）の表示
中は注意してください。再生できなくなるおそれがあ
ります。

ご注意

テープへの録音について
R	ノーマルテープ（TYPEⅠ）を使います。
R	録音レベルは自動で調節されます。

R	ハイポジション（T
タ イ プ

YPEⅡ）やメタルテープ（T
タ イ プ

YPEⅣ）
には対応しておりませんので、使用しないでください。
特性が異なるため、正しく録音されません。また、再
生しても正しい音質にはなりません。

R	C-120やC-150などの長時間テープは使用しないで
ください。テープが薄く伸びやすいため、機械内部に
巻き込まれる原因となります。

ご注意

R	CD-R/RW（デジタルオーディオ）の音声をMDに録音
する場合、表示窓に「SCMS CANNOT COPY」（A48、
51）が表示され自動で等速のアナログ録音に切り換わ
り、録音が始まります。

R	以下の操作でアナログ録音することもできます。
	 本体の［MD 録 音 ］を4秒以上押して、「ANALOG 

REC？」が表示されている間にもう一度［MD録音］を
押します。

CD-R/CD-RWディスクの録音について

MDには、曲ごとの頭の部分に曲番がついています。こ
の曲番を「トラックマーク」と呼び、このトラックマーク
とトラックマークの間が「曲」としてみなされます。
R	CDを録音するときは、曲の変わり目に自動でトラッ
クマークがつきます。

R	テープまたはFM/AM/LINEを録音するときは、トラッ
クマークのつけかたが選べます。（トラックマークの設
定	A25）

トラックマークについて

録音について
いろいろなソース（音源）を、MDやテープに録音できます。また、LINE接続したデジタルオーディオプレーヤー
などに録音することもできます。

録音先 MD テープ LINE接続機器*2ソース（音源）
CD(音楽CD) 	 ○*1 	 ○ 	 ○
MD 	 － 	 ○ 	 ○
TAPE 	 ○ 	 ○*3 	 ○
FM/AM(ラジオ) 	 ○ 	 ○ 	 ○
LINE(外部機器） 	 ○ 	 ○ 	 －
*1	録音スピードを「REC SPEED HIGH」に設定すると、倍速録音（最大5倍速）ができます。
*2	LINE接続機器への録音は、接続した機器の取扱説明書をご覧ください。
*3	録音済みのテープの音を消すことができます。（「録音済みのテープの音を消すには」A31）
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録音モードについて
録音するときの録音モードが設定できます。一度設定すると次回からは、変更するとき以外は設定する必要が
ありません。

ＭＤに録音するときの録音モード

o 録音時間（MDLPモード）
モード 内容 設定できるソース（音源）

MD REC TIME SP 標準ステレオ録音	
（MD80で最大８０分録音可能） CD、TAPE、FM/AM/LINE

FM/AM/LINEは別々に設定
できません。

MD REC TIME LP2 ２倍長時間ステレオ録音	
（MD80で最大160分録音可能）

MD REC TIME LP4 ４倍長時間ステレオ録音	
（MD80で最大320分録音可能）

R	モードが長時間（SP→LP2→LP4）になるにしたがって、音質に差が出ます。最良の音質で録音したいときは、	
SPを選んでください。

R	お手持ちのMD再生機（カーステレオやポータブルMDプレーヤーなど）がMDLPに対応していない場合は	
SPを選んでください。

o トラックマーク
モード 内容 設定できるソース（音源）

MD MARKING MANUAL 録音中、［SET］を押したところにつきます。
TAPE、FM/AM/LINE

別々に設定できません。

MD MARKING TIME ５分間隔で自動的につきます。

MD MARKING AUTO 無音部分が３秒以上続くと自動的につきます。	
［SET］を押してつけることもできます。

o グループ
モード 内容 設定できるソース（音源）

MD GROUP REC ON グループとして録音します。 CD、TAPE、FM/AM/LINE

各ソース（音源）共通。MD GROUP REC OFF グループとして録音しません。

o 「LP:」表示
モード 内容 設定できるソース（音源）

MD(LP:) ON
MDLP非対応の機器で再生したとき、曲タイ
トルの頭に「LP:」がつきます。
（LP2またはLP4で録音のとき）

CD、TAPE、FM/AM/LINE

各ソース（音源）共通。
MD(LP:) OFF 「LP:」はつきません。
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MDに録音する ＭＤ

4「LP:」の表示設定をする

を3回押す

LP表示選択を表示している間に

または を押して選ぶ

R	押すごとに切り換わります。
MD (LP:) ON

MD (LP:) OFF

5 録音スピードを設定する

を押す

R	押すごとに切り換わります。
REC SPEED HIGH（倍速録音）最大5倍速*で録音

されます。（録音中
は音声が出ません）
*CDの収録時間が30
分以上の場合は5倍
速、30分未満の場
合は4倍速で録音さ
れます。

REC SPEED NORMAL（等速録音）
R	録音される音質はどちらも同じです。

6 本体の を押す
R	再生開始と同時に録音が始
まります。（シンクロ録音）

CD
MD

MDLPモード

グループ録音のとき点灯

MD SPLP24

TAPE
HIGH GR

REC

倍速録音のとき点灯

CD →
REC 2 : 3 0

MD

CDの再生経過時間

録音が終了したら

「WRITING」→「REC FINISH」と表示されます。

[o]を押すと、「REC FINISH」が消えます。

録音を途中で停止するには

録音中に[o]を押す
R	「WRITING」→「REC FINISH」が表示されます。

R	手順 2～5 で設定を変える必要がないときは、手順 1
と手順 6  で録音できます。

R	「HCMS CANNOT COPY」が表示されたときは、
A48、51をご覧ください。

お知らせお知らせ

R	手順 2～5 で設定を変える必要がないときは、手順 1
と手順 6  で録音できます。

R	「HCMS CANNOT COPY」が表示されたときは、
A48、51をご覧ください。

お知らせお知らせ

CDをまるごと1枚録音する ＣＤＣＤ   ＭＤ

R	録音用のMDを入れます。
ー	誤消去防止つまみを閉じておきます。（A49）

R	再生するCDを入れます。

準備

1 録音するソース（音源）を選び、停止状態にする

を押してから を押す

2 録音時間のモードを設定する

を押す

録音時間を表示している間に

または を押して選ぶ

R	押すごとに切り換わります。
MD REC TIME SP （MD80で最大80分の録音）

MD REC TIME LP2（MD80で最大160分の録音）

MD REC TIME LP4（MD80で最大320分の録音）
R	最良の音質で録音したいときは、SPを選んでください。
R	お手持ちのMD再生機がMDLPに対応していない場
合は、SPを選んでください。

3 グループ録音の設定をする

を2回押す

グループ選択を表示している間に

または を押して選ぶ

R	押すごとに切り換わります。
MD GROUP REC ON グループ録音に

なります。

MD GROUP REC OFF
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1曲だけ録音するには
手順 6 の[MD録音]を押す前に、録音したい曲を再
生する
R	曲の頭に戻り、その曲だけが録音されます。

途中の曲から最後の曲まで録音するには
手順 6 の[MD録音]を押す前に、[T]または[S]
で曲番号を指定する
R	指定した曲から最後の曲まで録音を始めます。

プログラム録音するには
手順 6 の[MD録音]を押す前に、録音したい曲をプ
ログラムし、プログラム再生モード（A20の手順 2 、
3 ）にする
R	CDを録音するときの録音スピードは、「REC SPEED 

NORMAL(等速)」を選んでください。「REC SPEED HIGH 
(倍速)」を選んで実行すると、「CANNOT REC  NORMAL 
ONLY」と表示され録音されません。

録音中に表示窓の表示内容を切り換えるには
[表示/文字]を押す
R	押すごとに、次のように切り換わります。

ソース名と録音中の曲の再生経過時間

録音中の曲の再生経過時間と
ＭＤ録音残量時間

録音中の曲番号と
ＭＤの曲番号とグループ番号＊

時計表示

グループ録音をしていないときは、「︲︲」表示になります。＊
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MDに録音する ＭＤ

4 トラックマークの設定をする

を2回押す

トラックマークを表示している間に

または を押して選ぶ

R	押すごとに切り換わります。
MD MARKING MANUAL録音中[SET]を押す

とつく

MD MARKING TIME 5分間隔で自動的に
つく

MD MARKING AUTO 無音部分が3秒以上
続くと自動的につく
[SET]を押してもつく

5 グループ録音の設定をする
R	「CDをまるごと1枚録音する」（A26）の手順 3を
ご覧ください。	
このとき[録音モード]は3回押します。

6「LP:」の表示設定をする
R	「CDをまるごと1枚録音する」（A26）の手順 4 をご
覧ください。	
このとき[録音モード]を4回押します。

7 本体の を押す
R	再生開始と同時に録音が始
まります。（シンクロ録音）

TAPE→
REC

CD
MD

0 0 0 5
MD

MDLPモードリバースモード表示
テープ走行方向

テープカウンター
グループ録音のとき点灯

MD SPLP24

TAPE
HIGH GR

REC

録音が終了したら

「WRITING」→「REC FINISH」と表示されます。

[o]を押すと、「REC FINISH」が消えます。

録音を途中で停止するには

録音中に[o]を押す
R	「WRITING」→「REC FINISH」が表示されます。

R	手順 2 ～ 6 で設定を変える必要がないときは、手順 1と
手順 7 で録音できます。

お知らせお知らせ

（つづき）

テープを録音する ＴＡＰＥＴＡＰＥ   ＭＤ

R	録音用のMDを入れます。
ー	誤消去防止つまみを閉じておきます。(A	49 )

R	再生するテープを入れます。

準備

1 録音するソース（音源）を選び、停止状態に
する

を押してから を押す

2 リバースモードを選ぶ

を押して または を選ぶ

：片道のみ再生

：おもて面からうら面へ往復再生

3 録音モードを設定する
R	「CDをまるごと1枚録音する」（A26）の手順 2をご覧
ください。
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ラジオやLINE接続機器の音声を録音する
ラジオラジオ ＬＩＮＥ ＭＤ

1 録音したいソース（音源）を選ぶ

を押す

ラジオのとき	：「FM」または「AM」を選び、選局する。
LINEのとき	 ：「LINE」を選び、他の機器の再生を準

備する。他の機器の音声入力レベルを
調節することもできます。（A22）

2 録音時間のモードを設定する
R	「CDをまるごと1枚録音する」（A26）の手順 2をご
覧ください。

3 トラックマークの設定をする

を2回押す

トラックマークを表示している間に

または を押して選ぶ

R	押すごとに切り換わります。
MD MARKING MANUAL録音中[SET]を押す

とつく

MD MARKING TIME 5分間隔で自動的に
つく

MD MARKING AUTO 無音部分が3秒以上
続くと自動的につく
[SET]を押してもつく

4 グループ録音の設定をする
R	「CDをまるごと1枚録音する」（A26）の手順 3を
ご覧ください。	
このとき[録音モード]は3回押します。

5「LP:」の表示設定をする
R	「CDをまるごと1枚録音する」（A26）の手順 4 をご
覧ください。	
このとき[録音モード]を4回押します。

6 本体の を押す

R	LINE接続機器からの録音の場合は、「LINE→MD」
と表示されるのを待って、接続した機器の再生を始
めてください。

R	録音用のMDを入れます。
ー	誤消去防止つまみを閉じておきます。（A49）

R	LINE接続機器から録音するときは、LINE	IN端子に他
の機器を接続します。（A10）

準備

R	録音用のMDを入れます。
ー	誤消去防止つまみを閉じておきます。（A49）

R	LINE接続機器から録音するときは、LINE	IN端子に他
の機器を接続します。（A10）

準備

録音が終了したら

「WRITING」→「REC FINISH」と表示されます。

[o]を押すと、「REC FINISH」が消えます。

録音を途中で停止するには

録音中に[o]を押す
R	「WRITING」→「REC FINISH」が表示されます。

録音中に表示窓の表示内容を切り換えるには
[表示/文字]を押す
R	押すごとに、次のように切り換わります。

o TAPEを録音中のとき
TAPE→MD表示とテープカウンター

TAPE表示とMD録音残量時間

時計表示

TAPE表示とMDの曲番号とグループ番号＊

グループ録音をしていないときは、
「︲︲」表示になります。
＊

o ラジオ放送を録音中のとき
FM︵またはAM︶→MD表示と
MD録音残量時間

FM︵またはAM︶、プリセット番号、周波数表示と
MD録音残量時間

時計表示

FM︵またはAM︶、プリセット番号、周波数表示と
MDの曲番号とグループ番号

＊＊

＊＊
＊

グループ録音をしていないときは、
「︲︲」表示になります。
＊

マニュアル選局のときは表示されません。＊＊

マニュアル選局のときは表示されません。＊＊

o LINE接続した他の機器を録音中のとき
LINE→MD表示とMD録音残量時間

LINE表示とMD録音残量時間

時計表示

LINE表示とMDの曲番号とグループ番号＊

グループ録音をしていないときは、
「︲︲」表示になります。
＊

R	手順 2～ 5 で設定を変える必要がないときは、手順 1と
手順 6  で録音できます。

R	録音中に本体の[MD録音]を押すと、一時停止ができ
ます。このときトラックマークがつきます。録音を再
開するには、[MD録音]をもう一度押します。

お知らせお知らせ
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テープに録音する ＴＡＰＥＴＡＰＥ

CD、MD、ラジオまたはLINE接続機器の音声を
録音する

R	録音用のテープを入れます。
ー	リーダーテープは巻き取っておきます。

R	CDを録音するときは、再生するCDを入れます。
R	MDを録音するときは、再生するMDを入れます。

準備

1 リバースモードを選ぶ

を押して または を選ぶ

：片道のみ再生

：おもて面からうら面へ往復再生

2 録音するソース（音源）を選び、停止状態に
する

CDのとき  ： を押してから を押す

MDのとき ： を押してから を押す

ラジオのとき ： を押して「FM」または「AM」
を選び、選局する。

LINEのとき ： を押して「LINE」を選び、他
の機器の再生を準備する。

3 本体の を押す

CD →
REC

CD
MD

0 0 1 0
TAPE

リバースモード表示

テープカウンター

TAPE REC

︵例：CDから録音のとき︶

R	CDまたはMDを録音する場合、再生開始と同時に
録音がスタートします。（シンクロ録音）

R	他の機器を録音する場合は、接続した機器の再生を
始めます。

録音が終了したら

「REC FINISH」と表示されます。
[o]を押すと、「REC FINISH」が消えます。

録音を途中で停止するには

録音中に[o]を押す
R	「REC FINISH」が表示されます。

R	ソース（音源）がCDまたはMDのときは、曲間に4秒
のあき（ブランク）を作って録音されます。ブランクを
作らずに録音することもできます。（「曲間にあき（ブ
ランク）を作らずに録音するには」A31）

R	誤消去防止用のツメ（タブ）が折れていると、録音状態
にはなりません。(A	49 )

R	ノーマルテープ（TYPEⅠ）を使います。
R	途中まで録音した位置で止まっているテープを入れる
と、その位置から録音されます。

R	録音中に曲の途中でテープが反転したときは、再生中
の曲がもう一度頭から裏面へ録音されます。ただし、
裏面への録音時間が12秒以下の場合は、再生中の一
つ前の曲の頭から裏面に録音されます。

R	リバースモードを にして録音しても、リバース
方向の巻き終わりでテープは自動停止します。録音中
は が表示窓に表示されます。

R	生演奏などで全体が１曲で録音されているMDをテー
プに往復録音するときは、あらかじめDIVIDE機能
(A	34 )を使ってテープ片面の長さに合わせ、2曲に
分けてください。

リーダーテープについて
テープの始まりと終わりには、録音できない部分（リ－
ダ－テープ）があります。録音する前にこのリーダーテー
プの部分を巻き取っておきます。

磁気テープ
（録音できます）

リーダーテープ
（録音できません）

お知らせお知らせ

ＣＤＣＤ ＭＤ ラジオラジオ ＬＩＮＥ   
ＴＡＰＥＴＡＰＥ
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1曲だけ録音するには
手順 3 の[TAPE録音]を押す前に、CDまたはMD
の録音したい曲を再生する
R	曲の頭に戻りその曲だけが録音されます。

途中の曲から最後の曲まで録音するには
手順 3 の[TAPE録音]を押す前に、[T]/[S]で
CDまたはMDの曲番号を指定する
R	指定した曲から最後の曲まで録音を始めます。

プログラム録音するには
手順 3 の[TAPE録音]を押す前に、CDまたはMD
の録音したい曲をプログラムし、プログラムモード

（A	20 の手順 2 、3）にする

曲間にあき
4 4

（ブランク）を作らずに録音するには
手順 3 の[TAPE録音]を押す前にCDまたはMDを
一時停止する（A	17 ）
R	一時停止した曲から録音を始めます。
R	曲の始まりや終わりの無音部分は、そのまま録音されます。

録音済みのテープの音を消すには
ソース（音源）をテープにし、停止させてから[TAPE
録音]を押す
R	無音のテープができます。

テープカウンターを「0000」にするには
停止状態のとき、カセットホルダーのテープ（M）取出
し部を押して、テープの出し入れをします。テープ
カウンターは、テープによって多少ズレることがあ
ります。おおよその目安としてお使いください。

表示窓の表示を変える

を押す

R	押すごとに切り換わります。

o CDを録音中のとき
テープカウンター

時計表示

録音中の曲番号と再生経過時間

o MDを録音中のとき

テープカウンター

時計表示

録音中の曲番号とグループ番号と再生経過時間＊

グループ分けされていないときは、
「︲︲」表示になります。
＊

o ラジオ放送を録音中のとき

テープカウンター

時計表示

録音中のプリセット番号と周波数＊

マニュアル選局のときは表示されません。＊

o LINE接続した他の機器を録音中のとき

テープカウンター

時計表示

LINE表示
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ディスクタイトル、曲タイトル、グループタイトル
をつけることができます。

数字ボタン

ソース(音源)をＭＤにし、ＭＤを入れます。

準備

1 タイトル編集モードに切り換える

ディスクタイトルをつけるとき
R	必ず停止のときに操作します。

を押す

D I SC T I T LE?
YES?→SET

を押す B	手順	2 へ進みます。

曲タイトルをつけるとき

タイトルをつける曲を選ぶ

、 、 、 を押して選ぶ

R	[数字ボタン]でも選べます。
R	すでにタイトルが入力されているときは、修正・追
加・削除ができます。

を押す

1 5 T I T LE?
YES?→SET

R	再生中の曲もタイトルをつけられます。

を押す B	手順	2 へ進みます。

グループタイトルをつけるとき

2回押す

GR 1 T I T LE?
YES?→SET

R	グループ分けされていないＭＤは	「FORM GR?」と
表示されます。はじめにグループを作成してくださ
い。（A37）

タイトルをつけるグループを選ぶ

、 を押す

R	グループ番号を選びます。
R	すでにタイトルが入力されているときは、修正・追
加・削除ができます。

を押す B	手順	2 へ進みます。

2 文字の種類を選ぶ

を押す

D I SC＞■
A a 1［ ア ］

︵例：ディスクタイトルのとき︶

R	押すごとに［　］が移動します。
 ［ア］ （カタカナ）  Ａ	（英大文字・記号）
 a	（英小文字・記号） 	１	（数字）

3 [数字ボタン]で、文字を入力する
R	文字の入力方法は「文字入力のしかた」（A33）をご
覧ください。

R	手順	2、3 を繰り返して入力します。

4 登録する

を押す

R	「EDITING」が表示されます。

ディスクタイトルのとき
R	曲タイトルの入力表示になります。続けてタイトル
をつけるときは、[SET]を押したあと手順	2～4	を
繰り返します。

R	終了するときは[CANCEL]を押します。	
通常の再生に戻ります。

曲タイトル、グループタイトルのとき
R	続けてタイトルをつけるときは、[SET]を押したあ
と手順	2～4	を繰り返します。

R	終了するときは、[CANCEL]を押します。	
通常モードに戻ります。

5 [MD（M）]を押してMDを取り出す
R	「WRITING」と表示され、編集した内容が記録され
ます。

R	電源「切」にしたときも「WRITING」が表示されます。

GR 1 TITLE ? GR 2 TITLE ? …GR 1 TITLE ? GR 2 TITLE ? …

タイトルをつける ＭＤ
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文字入力のしかた ＭＤ

文字を入力するには
[数字ボタン]を繰り返し押して、希望の文字を表示
させる

例：「ス」と入力するには
R	 を繰り返し押して「ス」を表示させます。

＊「記号」で入力できる内容

入力に使える文字

・「ﾞ」や「ﾟ」は、濁音や半濁音になる文字だけに入力
 できます。

スペース︵空白︶

文字の入力位置を移動するには

または を押す
R	「ウエ」や「NO」のように、同じボタンを使う入力が連続す
るときは、1文字目を入力したあと、 を押して文字の
入力位置を右に移動させてから2文字目を入力します。

文字を削除するには
[CANCEL]を押す
R	削除したい文字に入力位置を移動させ、[CANCEL]を
押します。

「空白」を入力するには
「記号」からスペース(空白)を選ぶ
R	タイトルの末尾では を押して入力することもできます。

タイトル入力をやめるには
[タイトル/編集]または[グループタイトル/編集]を押す
R	それまで入力した内容は取り消されます。

R	タイトルは、最大61文字までつけることができます。
R	プログラム再生中、ランダム再生中およびグループ再
生中のときは、タイトル入力ができません。

MDに入力できる文字数について
1枚のMDに最大1792文字（英数字・記号）、1曲に
最大61文字が入力できます。	
ただし、MDの記録方式の制約により実際に入力でき
る文字数は、これより少なくなります。
カタカナは１文字あたりのデータ量が多いため、入力
できる文字数が少なくなります。また、スペース（空白）
は文字と同じ量のデータを必要とします。
ステレオ長時間録音（LP2またはLP4）したときは、
曲タイトルの先頭にLP：	とスペース（空白4文字分）
が自動的に記録されるため、曲数が多いと入力できる
文字数がさらに少なくなります。「LP:」はつけない設
定にすることもできます。（A26、28）

例：
R	ステレオ長時間録音で120曲を録音したMDでは、
全曲に英数字で10文字ずつ入力することができま
す。

R	ステレオ長時間録音で60曲を録音したMDでは、全
曲にカタカナで10文字ずつ入力することができます。

タイトル編集について

R	最大文字数以上のタイトルは、本機で編集できません。
タイトルを入力した機器で編集してください。

MDへのタイトル入力は
R	タイトル入力の操作をしたあとで[MD（M）]を押すと、
MDが出てくる前に「WRITING」が表示され編集した
内容がMDに記録されます。「WRITING」が表示され
ている間は、振動を与えないように注意してください。
再生できなくなるおそれがあります。

R	再生専用MDにタイトルをつけることはできません。
タイトルをつけようとすると、「PLAYBACK DISC」
と表示されます。

R	誤消去防止状態になっているMDは、タイトルをつけ
ることができません。タイトルをつけようとすると、
「DISC PROTECTED」と表示されます。

R	MDに合計で1793文字以上の文字を入力すると、
「CANNOT TITLE」と表示されます。

R	録音中にもタイトルをつけることができます。
R	 録音が終了するまでに[ENTER]が押されなかった
ときは、入力した内容は取り消されます。

R	 グループ録音中は、そのグループのタイトルを入力
できます。

お知らせお知らせ
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曲を編集する

数字ボタン

R	プログラム再生中、ランダム再生中およびグループ再
生中のときは、編集できません。

R	MDで編集操作終了後の「WRITING」が表示されてい
る間は、振動を与えないように注意してください。再
生できなくなるおそれがあります。

R	操作の途中で [CANCEL]を押すと前の手順に戻りま
す。また、[タイトル/編集]を押すと編集を中止します。

R	誤消去防止状態になっているMDは編集するこ
とができません。編集の操作をすると、「DISC 
PROTECTED」と表示されます。

曲（トラック）の編集について

曲を分ける（D
デ ィ バ イ ド

IVIDE) ＭＤ

1つの曲を2つに分けることができます。

A B C D E

A B C D E

Ａ曲とＢ曲に
分ける

曲番号

A

A B

B C D

C D E

1 分けたい曲を再生する

2 「DIVIDE?」を選ぶ

を繰り返し押して を押す

D I V I DE ?
YES?→SET

1 ? 1 : 1 3
YES?→SET

3 分けたいところで

を押す

POS I T . 0 ?
OK?→SET

ＰＯＳＩＴＩＯＮ（位置）の略
ポジション

R	[SET]を押す前に、[T]/[S]または[数字ボタン]
で曲番号を選ぶこともできます。（「数字ボタンの使
いかた」A12）

R	押したところから4秒間、繰り返し再生されます。

4 微調整する
現状の位置でよいとき B 手順	5 へ

または を押して調整する

R	±128ポジション（SP：標準モードで約±8秒）の
範囲で、分けるところを調節できます。

5 を押す

6 を押す

R	「EDITING」→「WRITING」と表示され、編集した内
容が記録されます。

R	254曲録音してあるMDの曲は、「DIVIDE」が表示さ
れません。

R	曲にタイトルがついているときは、分けた曲の両方に
同じタイトルがつきます。

お知らせお知らせ

ＭＤ

編集する
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曲をつなげる（J
ジ ョ イ ン

OIN） ＭＤ

となり合う2つの曲をつなげることができます。

A B C D E

A B C D E

Ｂ曲をＡ曲に
つなげる

曲番号

A

A

B C D E

B C D

1 つなげたい2つの曲の後ろの曲（上図の例では2
曲目）を再生する

2 「JOIN?」を選ぶ

を繰り返し押して を押す

JO I N ?
YES?→SET

1＋  2 ?
OK?→SET

曲番号

R	[T]/[S]または[数字ボタン]で曲番号を選ぶこ
ともできます。（「数字ボタンの使いかた」A12）

3 を押す

YES?→ENTER
＜JO I N＞

4 を押す

R	「EDITING」→「WRITING」と表示され、編集した内
容が記録されます。

R	以下の曲はつなげません。つなげようとすると、
「CANNOT JOIN」と表示されます。（「MDの制約に
ついて」A48）

R	 MDLPモード（SP/LP2/LP4）の異なる曲
R	 デジタル録音した曲（CD）とアナログ録音した曲
（ラジオ放送など）

R	曲にタイトルがついているときは、番号が小さい方の
曲タイトルが残ります。

お知らせお知らせ

曲を移動する（M
ム ー ブ

OVE） ＭＤ

好きな順番に曲を入れ換えることができます。

A B C D E

A C D E B

Ｂ曲を移動する

曲番号

A B C D E

A B C D E

1 移動したい曲（上図の例では2曲目）を再生する

2 「MOVE?」を選ぶ

を繰り返し押して を押す

MOVE ?
YES?→SET

←  2 ?
OK?→SET

R	[T]/[S]または[数字ボタン]で曲番号を選ぶこ
ともできます。（「数字ボタンの使いかた」A12）

3 を押す

←    2 ?
OK?→SET

- - -

4 移動先の曲番号を選ぶ

または を押して選び を押す

←    2 ?
OK?→SET

5

YES?→ENTER
＜MOVE＞

R	[数字ボタン]で曲番号を選ぶこともできます。
R	移動先の曲番号がグループ登録されているときは、
そのグループに登録されます。また、移動先の曲番
号がグループ登録されていないとき、グループ登録
された曲を移動するとグループ登録からはずれます。

5 を押す

R	「EDITING」→「WRITING」と表示され、編集した
内容が記録されます。
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曲を編集する（つづき） リモコンのボタンの位置
はA34をご覧ください。[ ]

曲を削除する（E
イ レ ー ス

RASE） ＭＤ

指定した曲を最大15曲まで一度に削除できます。
削除すると曲番号はつけ直されます。

A B C D

E

E

A C D

Ｂ曲を
削除

曲番号

A B C D

D

E

A B C

1 削除したい曲（上図の例では2曲目）を再生する

2 「ERASE?」を選ぶ

を繰り返し押して を押す

ERASE?
YES?→SET

2 ERASE?
ERASE ?→SET

3 を押す

2 ERASE?
NO?→CANCEL

R	削除される曲番号の前に「 」がつきます。
R	間違えたときは[CANCEL]を押して「 」を消します。
R	[T]/[S]、[数字ボタン]、[SET]を使って15
曲まで選ぶことができます。

4 を2回押す（確認→決定）

＜ERASE＞
YES?→ENTER

R	本当に削除してもよければ実行します。
R	指定した曲が削除されます。
R	「EDITING」→「WRITING」と表示され、編集した
内容が記録されます。

R	削除した曲は戻すことができません。よく確認した上
で削除してください。

ご注意

R	16曲以上削除しようとすると、「MEMORY FULL」
が表示されます。

お知らせお知らせ

全曲を削除する（A
オ ー ル

LL E
イ レ ー ス

RASE） ＭＤ

全部の曲を一度に削除できます。削除するとブラン
クディスクになります。

A B C D E

全曲を削除

BLANK DISC

曲番号

A B C D E

1 MDを停止状態にする

2 「ALL ERASE?」を選ぶ

を繰り返し押して を押す

ALL ERASE?
YES?→SET

＜ALL ERASE＞
YES?→ENTER

3 を押す

R	本当に削除してもよければ実行します。
R	すべての曲が削除されます。
R	「EDITING」→「WRITING」と表示されます。その後、
「BLANK DISC」と表示されます。

R	削除した曲は戻すことができません。よく確認した上
で削除してください。

ご注意

ＭＤ
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グループ単位で編集する

数字ボタン

R	曲を最大99のグループに分けて管理することができ
ます。

R	プログラム再生中、ランダム再生中およびグループ再
生中のときは、編集できません。

R	編集操作終了後の「WRITING」が表示されている間は、
振動を与えないように注意してください。再生できな
くなるおそれがあります。

R	操作の途中で [CANCEL]を押すと前の手順に戻りま
す。また、[グループタイトル/編集]を押すと編集を
中止します。

R	誤消去防止状態になっているMDは編集するこ
とができません。編集の操作をすると、「DISC 
PROTECTED」と表示されます。

グループの編集について

グループをつくる（F
フ ォ ー ム

ORM G
グループ

R） ＭＤ

新しいグループを作成し、どのグループにも登録されてい
ない連続した曲を新しいグループに登録できます。1曲で
もグループを作れます。

曲ABCを
まとめる

C D EA B F

C D EA B F

A B C D FE

A B C D FE

グループ１

1 グループの先頭にしたい曲（下図の例では1曲
目）を再生する

2 「FORM GR?」を選ぶ

または を繰り返し押して を押す

FORM GR ?
YES?→SET

T 1 →T - - - ?
OK?→SET

先頭の曲番号

R	[T]/[S]または[数字ボタン]で曲番号を選ぶこ
ともできます。（「数字ボタンの使いかた」A12）

3 を押す

4 グループの最後にしたい曲を選ぶ

または を押して選び を押す

T 1 →T 3 ?

最後の曲番号

OK?→SET

＜FORM GR＞
YES?→ENTER

R	[数字ボタン]で選ぶこともできます。

5 を押す

R	「EDITING」→「WRITING」と表示され、編集した
内容が記録されます。

R	すでにグループに登録している曲を選んだときは、
「GROUP TRACK」と表示され、次の手順に進めません。

R	先頭の曲から最後の曲の間に他のグループがあるとき
は、「CANNOT FORM」と表示され、次の手順に進
めません。

R	99グループ作成されている場合、手順 3のとき
「GROUP FULL」と表示され、次の手順に進めません。

お知らせお知らせ

ＭＤ
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グループ単位で編集する
グループに曲を追加する（E

エ ン ト リ ー

NTRY G
グループ

R） ＭＤ

曲を選んで、指定したグループの最後の曲として追
加できます。

曲Fを
グループ₁
に追加

C F DA B E

C D EA B F

グループ１ グループ２

グループ１ グループ２

A B C D FE

A B C D FE

1 グループに追加したい曲（上図の例では6曲目）
を再生する

2 「ENTRY GR?」を選ぶ

を繰り返し押して を押す

ENTRY GR ?
YES?→SET

TR . 6?
OK?→SET

曲番号

R	[T]/[S]または[数字ボタン]で曲番号を選ぶこ
ともできます。（「数字ボタンの使いかた」A12）

3 を押す

4 曲を追加したいグループを選ぶ

または を押して選び を押す

（上図の例ではグループ1を選びます）

GROUP 1 ?
OK?→SET

5 を押す

R	「EDITING」→「WRITING」と表示され、編集した内
容が記録されます。

R	すでにそのグループに登録している曲を選んだとき
は、「CANNOT ENTRY」と表示され、次の手順に進
めません。

お知らせお知らせ

グループを分ける（D
デ ィ バ イ ド

IVIDE G
グループ

R） ＭＤ

1つのグループを2つに分けることができます。グ
ループ番号はつけ直されます。

グループ₁
を分ける

FC D EA B

C D EA B F

グループ１ グループ２

グループ１

A B C D FE

A B C D FE

1 後ろのグループの先頭にしたい曲（上図の例では
4曲目）を再生する

2 「DIVIDE GR?」を選ぶ

を繰り返し押して を押す

D I V I DE GR?
YES?→SET

G 1 T
OK?→SET

曲番号グループ番号

4

R	[T]/[S]または[数字ボタン]で曲番号を選ぶこ
ともできます。（「数字ボタンの使いかた」A12）

R	[ ]/[ ]でグループ番号を選ぶこともできます。

3 を押す

＜D I V I DE GR＞
YES?→ENTER

4 を押す

R	「EDITING」→「WRITING」と表示され、編集した
内容が記録されます。

R	グループの先頭の曲やグループに登録されていない曲
を選んだときは、次の手順に進めません。

R	グループにタイトルがついているときは、分けたグ
ループ両方に同じタイトルがつきます。

お知らせお知らせ

（つづき） ＭＤ
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グループをつなげる（J
ジ ョ イ ン

OIN G
グループ

R） ＭＤ

となりあう2つのグループを1つのグループにでき
ます。グループ番号はつけ直されます。

グループ₁、₂
をつなげる

FC D EA B

C D EA B F

グループ１ グループ２

グループ１

A B C D FE

A B C D FE

1 つなげたいグループのうち、後ろのグループの
曲を再生する（上図の例ではグループ2）

2 「JOIN GR?」を選ぶ

を繰り返し押して を押す

J O I N GR ?
YES?→SET

G 1 +G 2 ?
OK?→SET

R	連続するグループ番号が表示されます。グループが
ないときは「- -」と表示されます。

R	[ ]/[ ]でグループ番号を選ぶこともできます

3 を押す

＜JO I N GR＞
YES?→ENTER

4 を押す

R	「EDITING」→「WRITING」と表示され、編集した
内容が記録されます。

R	2つのグループの間に、グループに登録されていない
曲があると、「CANNOT JOIN」と表示され、次の手
順に進めません。

R	グループにタイトルがついているときは、番号が小さ
い方のグループタイトルが残ります。

お知らせお知らせ

グループを移動する（M
ム ー ブ

OVE G
グループ

R） ＭＤ

1つのグループを指定したところに移動できます。
グループ番号はつけ直されます。

グループ２
を移動する

C D EA B F

CD E A B F

グループ１

グループ１ グループ２

グループ２

A B C D FE

A B C D FE

1 移動したいグループの曲を再生する（上図の例で
はグループ2）

2 「MOVE GR?」を選ぶ

を繰り返し押して を押す

MOVE GR ?
YES?→SET

G ←G 2 ?
OK?→SET

R	[ ]/[ ]でグループ番号を選ぶこともできます。

3 を押す

G - - ←G 2 ?
OK?→SET

4 移動先を選ぶ

または を押して選び を押す

（上図の例ではグループ1を選びます）

G 1←G 2 ?
OK?→SET

＜MOVE GR＞
YES?→ENTER

5 を押す

R	「EDITING」→「WRITING」と表示され、編集し
た内容が記録されます。

リモコンのボタンの位置
はA37をご覧ください。[ ]
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グループ単位で編集する
指定したグループを解除する（U

ア ン グ ル ー プ

NGROUP） ＭＤ

指定したグループを解除できます。解除されたグ
ループ内の曲は削除されません。グループ番号はつ
け直されます。

グループ₁
を解除する

FC D EA B

C D EA B F

グループ１

グループ１

グループ２

A B C D FE

A B C D FE

1 解除したいグループの曲を再生する(上図の例
ではグループ1）

2 「UNGROUP?」を選ぶ

を繰り返し押して を押す

UNGROUP ?
YES?→SET

GROUP 1 ?
YES?→SET

R	[ ]/[ ]でグループ番号を選ぶこともできます。

3 を押す

＜UNGROUP＞
YES?→ENTER

4 を押す

R	「EDITING」→「WRITING」と表示され、編集した
内容が記録されます。

（つづき） ＭＤ
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グループを削除する（E
イ レ ー ス

RASE G
グループ

R） ＭＤ

グループとそのグループ内の曲を削除します。削除
したグループよりあとのグループ番号と曲番号はつ
け直されます。

グループ２
を削除する

C D E EF GA B

CA B EF GEF G

グループ１

グループ１

グループ２

A B C D E

グループ３

F G

D EA B C

グループ２（グループ３→２）

1 削除したいグループの曲を再生する(上図の例
ではグループ2）

2 「ERASE GR?」を選ぶ

を繰り返し押して を押す

ERASE GR ?
YES?→SET

G 2 ERASE?
ERASE?→SET

R	[ ]/[ ]でグループ番号を選ぶこともできます。

3 を押す

＜ERASE GR＞
YES?→ENTER

4 を押す

R	本当に削除してもよければ実行します。
R	指定したグループ（曲）が削除されます。
R	「EDITING」→「WRITING」と表示され、編集した内
容が記録されます。

R	一度削除したグループ（曲）は、戻すことができません。
よく確認した上で削除してください。

ご注意

全グループを解除する(U
アングループ

NGR A
オ ー ル

LL) ＭＤ

全グループを解除できます。グループを解除しても
曲は削除されません。

全グループ
を解除する

C D EA B F

C D EA B F

グループ１ グループ２

A B C D FE

A B C D FE

1 「UNGR ALL?」を選ぶ

を繰り返し押して を押す

UNGR ALL ?
YES?→SET

＜UNGR ALL＞
YES?→ENTER

R	「UNGR」は「UNGROUP」の略です。

2 を押す

R	「EDITING」→「WRITING」と表示され、編集した
内容が記録されます。
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タイマーを使う

R	タイマーの設定をする前に時計を合わせておいてくださ
い。（A12）

準備

数字ボタン

おやすみタイマー
設定した時間が経過すると自動的に電源が「切」にな
ります。

を押す

R	押すごとに、時間（単位：分）が次のように切り換わります。

設定した時間を変更するには
[スリープ]を繰り返し押して時間を選び直します。

設定した時間（残り時間）を確認するには
おやすみタイマーが設定された状態で、[スリープ]
を1回押します。

R	おやすみタイマーを設定すると、ディマー機能の
「DIMMER 2」の状態（A47）になり、表示窓が暗くな
ります。(カラーモードが「RANDOM COLOR」以外
のとき)

R	時計を合わせていないとき（「0:00 SUN.」が点滅）に
[スリープ]を押すと、「CLOCK ADJUST!」と点滅
表示されます。

お知らせお知らせ

10 20 30 60 90

120150消える（解除）

10 20 30 60 90

120150消える（解除）

SLEEP 6 0

スリープ表示

SLEEP

（例：おやすみタイマーを₆₀分にしたとき）

SLEEP 6 0

スリープ表示

SLEEP

（例：おやすみタイマーを₆₀分にしたとき）

録音タイマー
ラジオ放送またはLINE接続した他の機器の音声を、
MDまたはテープにタイマー録音できます。
タイマーは、録音タイマーと再生タイマー（A44）を
合わせて4つまで設定できます。

R	録音したいソース（音源）を準備します。

ラジオ 録音タイマーしたい放送局をプリセットし
ておく（A15）

他の機器 LINE	INに接続し、その機器の説明書に従う

R	MDに録音するときは、録音用のMDを入れます。
R	テープに録音するときは、録音用のテープを入れます。
R	録音モードを設定しておきます。（A25）

準備

1 「TIMER1～TIMER4」のいずれかを選ぶ

を繰り返し押して を押す

2 開始時刻と終了時刻を設定する

または を押して選び を押す

R	時刻の設定方法は「時計を合わせる」（A12）の手順	2 
～4 をご覧ください。

3「WEEKLY」または「ONCE」を選ぶ

または を押して選び を押す

WEEKLY	：	毎週または毎日動作します。
ONCE	 ：	1回だけ動作します。

4 動作させたい曜日を選ぶ

または を押して選び を押す

「WEEKLY」を選んだとき
「SUN.」（日）～「SAT.」（土）
「MON.-FRI.」（月～金）
「MON.-SAT.」（月～土）
「EVERYDAY」（毎日）から選べます。

「ONCE」を選んだとき
「SUN.」（日）～「SAT.」（土）から選べます。

T I MER1→ SET

タイマー番号

OF F?→CANCEL

1234 REC

（例：ＴＩＭＥＲ１のとき）

T I MER1→ SET

タイマー番号

OF F?→CANCEL

1234 REC

（例：ＴＩＭＥＲ１のとき）

1234 REC

6 : 3 0 -  6 : 4 5

（例：午前６：３０～６：４５まで録音したいとき）
1234 REC

6 : 3 0 -  6 : 4 5

（例：午前６：３０～６：４５まで録音したいとき）

WEEKLY

1234 REC

6 : 3 0 -  6 : 4 5

︵例：WEEKLYを選んだとき︶

WEEKLY

1234 REC

6 : 3 0 -  6 : 4 5

︵例：WEEKLYを選んだとき︶

便利な機能
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5「REC TIMER」を選ぶ

または を押して選び を押す

R	「REC」は「Recording（録音）」の略です。

6 録音したいソース（音源）と録音先の組み合わせ
を選ぶ

または を押して選び を押す

FM → MD

1234 REC

（例：ＦＭ放送をＭＤに録音したいとき）

R	ラジオ放送を録音するときは、[T]/[S]または
[数字ボタン]を押して録音したい放送局のプリセッ
ト番号を選び、[SET]を押します。（「数字ボタンの
使いかた」A12）

R	設定が終了すると、表示窓に設定した内容が表示さ
れます。

ソース（音源）と録音先の組み合わせ
ソース（音源） 録音先 表示窓
FM

MD
FM→MD

AM AM→MD
LINE LINE→MD
FM

テープ
FM→TAPE

AM AM→TAPE
LINE LINE→TAPE

7 電源を「切」にする

を押す

R	タイマーは電源「切」のとき動作します。

6 : 3 0 -  6 : 4 5
REC T I MER

1234 REC

6 : 3 0 -  6 : 4 5
REC T I MER

1234 REC

SEE YOU

1234 REC

SEE YOU

1234 REC

録音タイマーを解除するには
[時計/タイマー]を押して、解除したいタイマー番号
を選び[CANCEL]を押す
R	タイマーは解除されても、設定内容は残ります。

録音タイマーを再設定するには
[時計/タイマー]を押して、再設定したいタイマー
番号を選び[ENTER]を押す
R	表示窓に設定内容が表示されます。そのあと電源を「切」
にしてください。

設定内容を確認するには
[時計/タイマー]を押して確認したいタイマー番号
を選び[SET]をくり返し押す
R	押すごとに表示窓に設定内容が表示されます。

R	LINE接続機器の音声を録音する場合、タイマー機能
付き機器を使用してください。

R	LINE接続機器を録音するときは、QPリンクを「OFF」
にしてください。

R	録音中は音が出ません。音を聞きたいときは[音量]で
調節してください。

R	タイマー1からタイマー4に設定した内容は、改めて
設定し直さない限り記憶されています。

R	複数のタイマーを動作させるためには、先に動作する
タイマーの終了時刻から2分以上空けて、後に動作す
るタイマーの開始時間を設定してください。

R	電源プラグをはずしたり、停電などのときは、タイマー
の設定が解除されることがあります。設定内容が消え
てしまったときは、時計とタイマーを設定し直してく
ださい。

お知らせお知らせ
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数字ボタン

再生タイマー

R	再生したいソース（音源）を準備します。

CD CDを入れる

MD MDを入れる

テープ テープを入れておく

ラジオ タイマー再生したい放送局をプリセットし
ておく（A15）

他の機器 LINE	INに接続し、その機器の説明書に従う

準備

1 「録音タイマー」（A42）の手順 1～4 を行う

2 「PLAY TIMER」を選ぶ

または を押して選び を押す

3 再生したいソース（音源）を選ぶ

または を押して選び を押す

R	押すごとに切り換わります。

FM

LINE MDTAPE

AM CD

1234 REC

6 : 3 0 -  6 : 4 5
PLAY T I MER

1234 REC

6 : 3 0 -  6 : 4 5
PLAY T I MER

4 再生したい放送局または曲を選ぶ

または を押して選び を押す

R	ラジオ放送を聞きたいときは、[T]/[S]または[数
字ボタン]を押して放送局のプリセット番号を選び
ます。（「数字ボタンの使いかた」A	12）

R	CDまたはMDを再生したいときは、[T]/[S]ま
たは[数字ボタン]を押して曲番号を選びます。

5 再生する音量を調節する

または を押して選び を押す

R	VOLUME0～35の範囲で設定できます。
R	[数字ボタン]でも設定できます。（「数字ボタンの

使いかた」A	12）
R	設定が終了すると表示窓に設定した内容が表示され
ます。

6 電源を「切」にする

を押す

R	タイマーは電源「切」のとき動作します。

再生タイマーを解除するには
[時計/タイマー]を押して、解除したいタイマー番号
を選び[CANCEL]を押す
R	タイマーは解除されても、設定内容は残ります。

再生タイマーを再設定するには
[時計/タイマー]を押して、再設定したいタイマー
番号を選び[ENTER]を押す
R	表示窓に設定内容が表示されます。そのあと電源を「切」
にしてください。

設定内容を確認するには
[時計/タイマー]を押して確認したいタイマー番号
を選び[SET]をくり返し押す
R	押すごとに表示窓に設定内容が表示されます。

SEE YOU

1234 REC

SEE YOU

1234 REC

（つづき）タイマーを使う
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R	LINE接続機器の音声を再生する場合は、タイマー機
能付き機器を使用してください。

R	LINE接続機器を再生するときには、QPリンクを
「OFF」にしてください。

R	再生タイマーが動作を始めるとき、音量は徐々に大き
くなり設定した音量になります。（ウェイクアップボ
リューム機能）

R	複数のタイマーを動作させるためには、先に動作する
タイマーの終了時刻から2分以上空けて、後に動作す
るタイマーの開始時間を設定してください。

R	電源プラグをはずしたり、停電などのときは、タイマー
の設定が解除されることがあります。設定内容が消え
てしまったときは、時計とタイマーを設定し直してく
ださい。

お知らせお知らせ  スヌーズ機能
再生タイマー動作中に、一時的に音声出力を止める
ことができます。目覚ましタイマーとして使用する
ときの寝過ごし防止にご利用ください。

♪♪ ♪

あと５分…

設定する
スヌーズモードを「ON」にする

を押す

SNOOZE ON

スヌーズ表示
「ON」のとき点灯
動作中は点滅

SNOOZE

R	押すごとに「ON」「OFF」が切り換わります。
SNOOZE ON ：スヌーズ機能有効
SNOOZE OFF ：スヌーズ機能無効
	 	（お買い上げ時の設定）

R	本体の[時計表示／スヌーズ]を2秒以上押しても切り換
えできます。

スヌーズ機能を使う
再生タイマー動作中に

本体の を押す

R	消音し、5分間経過すると徐々に音声が出ます。
R	再生タイマー動作中は、何回でも働きます。
R	スヌーズ動作中は、表示窓が時計表示になり、明るさは
「DIMMER 2」（A47）になります。（暗くなります）

R	スヌーズ動作で消音したとき[音量]を押すと音声が出
て音量の調節ができます。本体の [音量つまみ]でも
操作できます。

R	時計を合わせていないとき（「0:00 SUN.」が点滅）に
[スヌーズ]を押すと、「CLOCK ADJUST!」と点滅
表示されます。

お知らせお知らせ

R	スヌーズ動作で消音したとき[音量]を押すと音声が出
て音量の調節ができます。本体の [音量つまみ]でも
操作できます。

R	時計を合わせていないとき（「0:00 SUN.」が点滅）に
[スヌーズ]を押すと、「CLOCK ADJUST!」と点滅
表示されます。

お知らせお知らせ
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表示文字を大きくする
表示窓の表示を大きくすることができます。(拡大表示）

を押す

R	押すごとに、拡大での表示と標準での表示が変化します。

CD 1
0 : 0 3

（標準表示）

CD 1
0 : 0 3

（標準表示）

CD  1
（拡大表示）

CD  1
（拡大表示）

次のときは、表示選択に関わらず拡大表示されます。
R	「HELLO、SEE YOU」表示
R	時計表示（電源「切」のとき）
R	ソース（音源）を切り換えたときのソース名表示
R	録音開始直後の「ソース→録音先」表示
R	録音終了（「REC FINISH」）表示

次のときは、拡大表示されません。
R	カタカナ表示
R	2行合わせて意味を成す表示
例	：REC	REMAIN表示
	 	 PAUSE中表示
	 	 カラーモード表示

お知らせお知らせ

次のときは、表示選択に関わらず拡大表示されます。
R	「HELLO、SEE YOU」表示
R	時計表示（電源「切」のとき）
R	ソース（音源）を切り換えたときのソース名表示
R	録音開始直後の「ソース→録音先」表示
R	録音終了（「REC FINISH」）表示

次のときは、拡大表示されません。
R	カタカナ表示
R	2行合わせて意味を成す表示
例	：REC	REMAIN表示
	 	 PAUSE中表示
	 	 カラーモード表示

お知らせお知らせ

その他の機能
オートスタンバイ機能を使う
ラジオ（FM/AM）以外のソース（音源）のとき無音状態
が3分以上続くと、自動的に電源が「切」になります。

ソース（音源）がFM/AM以外のときに

を押す

CD、MD、テープを再生または録音しているとき：
再生または録音が終わると、オートスタンバイ機能が動
作し、何の操作もせずに3分が経過すると自動的に電源
が「切」になります。
3分以内に再生または録音の操作をしたときは、再生ま
たは録音が終了してから再度オートスタンバイ機能が動
作します。
再生または録音以外の操作をしたときは、最後の操作が
行われてから何の操作もせずに3分が経過すると、自動
的に電源が「切」になります。

LINE接続機器の音声を聞いているとき：
無音状態になるとオートスタンバイ機能が動作し、何の
操作もせずに3分以上無音が続くと、自動的に電源が「切」
になります。

電源が「切」になる20秒前になると表示窓の文字情報表
示部に「A.STANDBY OFF」と点滅表示されます。

オートスタンバイの動作

オートスタンバイを解除するには
[オートスタンバイ]を押す
R	「オートスタンバイ」表示が消灯します。

R	音量（ボリューム）を「0」にした状態は、オートスタン
バイでいう「無音状態」ではありません。

R	LINE	IN端子に接続した他の機器の音声を聞いている
とき、入力される音声信号レベルが小さいと、オート
スタンバイ機能が働くことがあります。

お知らせお知らせ

A . STANDBY
SET

オートスタンバイ表示

A.STANDBY

A . STANDBY
SET

オートスタンバイ表示

A.STANDBY
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カラーモードを変える
表示窓をお好みの色に変えることができます。

を押して選び を押す

R	押すごとに次のように切り換わります。
ALL ソース（音源）共通でお好みの

色に設定できます。
RANDOM COLOR ソース（音源）共通でランダム

に変化します。
ソース（音源） ソース（音源）ごとにお好みの

色に設定できます。
（お買い上げ時の設定）

R	「ALL」および「ソース（音源）」を選んだときは、[音量]を
押してお好みの色に調節します。

ALL
B R

［音量］を押すとバーが左右に移動し、色が変わります。
BLUE（青） RED（赤）

︵例：RC-A1-Sで「ALL」の場合︶

R	「ソース（音源）」ごとに設定するときは、ソース（音源）を
選んでから操作してください。

R	本体のときは [カラー／デモ]を押して、[音量つまみ]
を回して調節します。

R	設定した照明の色は、いつも正確に同じ色になるとは
限りません。本機の使用環境（室内温度など）や長期間
の使用による変化などのため、色合いが異なって見え
ることがあります。

ご注意

R	RC-A1-SとRC-A1-Wは表示窓の色が異なります。
RC-A1-S	：	青（B）／赤（R）
RC-A1-W	：	緑（G）／アンバー（A）

お知らせお知らせ

明るさを変える（ディマー機能）
表示窓の明るさを変えることができます。

を押す

R	押すごとに次のように切り換わります。
DIMMER 1 ：	やや暗くなる

DIMMER 2 ：	さらに暗くなる

DIMMER OFF：	ディマー解除	
（お買い上げ時の設定）

チャイルドロック
CDやMDが取り出せないようにできます。小さなお
子様のいたずら防止に便利です。

電源「切」のときに
本体の を押しながら本体の を押す

R	本体の[CD（M）]または[MD（M）]を押すと、「LOCKED」
と表示され、CDやMDを取り出せなくなります。電源「切」
のときに押すと「LOCKED」と表示され電源は入りません。

チャイルドロックを解除するには
もう一度、上記の操作をする

R	カラーモードが「RANDOM COLOR」のときは、自動
的に「DIMMER OFF」になります。また、ディマーの
設定もできません。

お知らせお知らせ

R	カラーモードが「RANDOM COLOR」のときは、自動
的に「DIMMER OFF」になります。また、ディマーの
設定もできません。

お知らせお知らせ

LOCKEDLOCKED

UNLOCKEDUNLOCKED
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制約について
MDの制約について

MDは、従来のカセットテープなどとは異なる独自の方式で情報を記録しています。このMDの記録方式には
いくつかの制約があるため、次のような症状になることがあります。これらは製品の故障ではありませんので、
ご了承ください。

症　状 原　因

MDに示された収録可能時間を使い切って
いないのに「DISC FULL」が表示される。

MDは時間に関係なく、録音できる曲数(トラック数)に制限があります。
曲(トラック)番号が255以上になる録音はできません。	
（録音可能な最大トラック数は254曲まで）

曲番号にも収録可能時間にも余裕があるの
に「DISC FULL」が表示される。

部分的に消して録音し直す操作を繰り返すと、ディスクのあちらこちらに
空き部分ができます。このような録音をしたMDには、1曲のデータが空き
部分に細かく分けて記録されます。録音中、分けられた部分が多くなると
「DISC FULL」が表示されることがあります。	
分けられて時間の短い部分（SP：8秒以下、LP2：１６秒以下、LP4：32秒
以下）ができると、その曲は、「JOIN」でつなげることはできません。
また、その部分は消しても残り時間は増えません。
細かく分けて記録されている曲は、早送りや早戻しすると音が途切れること
があります。
また、MDLP規格による録音時間のモードが異なる曲は、「JOIN」でつなげ
ることができません。
デジタル録音した曲とアナログ録音した曲も「JOIN」でつなげることはでき
ません。

「JOIN」機能が使えない。

曲を消しても残り時間が増えない。

早送り、早戻しをすると、音が途切れるこ
とがある。

録音した時間と残り時間を足しても、MD
に表示された収録可能時間にならない。

MDは、最低でもSP:12秒、LP2:24秒、LP4:48秒の連続したスペース
がないと録音できません。そのため、短い空き部分のたくさんできたMDは、
実際に録音できる時間は、短くなります。

倍速録音に関して（HCMS）
MDは等速を超えるスピードで録音（コピー）することが可能です。このため著作権を保護するための規制が必
要になります。本機では、CDから一度倍速録音した曲は、その曲の録音開始から74分が経過しないと、その
曲の二度目の倍速録音はできません。
例えば、CDの1曲目を倍速録音した場合、倍速録音が開始してから74分間は、そのCDの1曲目を再びMD
に倍速で録音することはできません。また、CDから倍速録音をする場合、録音開始から74分以内に合計で
101曲以上録音することはできません。100曲までの録音をすることができます。

SCMS (S
シ リ ア ル

erial C
コ ピ ー

opy M
マ ネ ー ジ メ ン ト

anagement S
シ ス テ ム

ystem)

CDのクリアな音をデジタル録音した場合、一度録音した機器から他の機器に再びデジタル信号のままコピー
することはできないようになっています。つまり、「コピーのコピー」を作ることはできません。この決まりを
SCMS（シリアル・コピー・マネージメントシステム）といいます。シリアル・コピー・マネージメント・システム
とは、著作権保護のため、デジタルオーディオ機器間でデジタル信号のままコピーできるのは１世代だけと規
定したものです。本機は、この決まりに準拠して設計されています。

あなたがラジオ放送やCD、テープなどから録音した
ものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上
権利者に無断で使用できません。なお、この商品の価
格には、著作権法の定めにより、私的録音補償金が含
まれています。

私的録音補償金についてのお問い合わせ先：	
社団法人　私的録音補償金管理協会
	03－5353－0336（代）

DIGITAL DIGITAL
OK NO

音楽ＣＤ

R	この規定により一度デジタル録音されたMDからは、他
のMDへデジタル録音することはできません。

R	CD-R/CD-RWはアナログ信号に変換後、録音されます。

ご注意

その他
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CDの取り扱いかた
R	ケースからの出し入れ

R	CDにテープやシールなどを張ったり字を書いたりしない
でください。

R	CDは曲げないでください。
R	ハ－トや花などの形をしたシェイプCD（特殊形状のCD）
は、絶対に使用しないでください。故障の原因となります。

CDのお手入れ
ほこりやゴミ、指紋などを柔らかい布でふきとって
ください。

R	シンナーやベンジン、アナログレコード用のクリーナー
などは絶対に使用しないでください。

MDの取り扱いかた
シャッターは開けないで
無理に開けようとすると
MDがこわれます。

置き場所に気をつけて
次のようなところには置かないでください。

R	直射日光が当たるところや車の中など温度の高いところ
R	風呂場など湿気の多いところ
R	海辺や砂場など、砂ぼこりが多いところ

ディスクが反ったり、汚れやキズなどで使えなくな
る原因となります。

定期的にお手入れを
MDにほこりやゴミがついたときは、乾いたやわらか
い布でふき取ってから使用してください。

上から押さえて入れる。

センターホルダーを押さえ 文字のある面を上にして…

再生面（虹色に光っている面）に
触れないように持って出す。

上から押さえて入れる。

センターホルダーを押さえ 文字のある面を上にして…

再生面（虹色に光っている面）に
触れないように持って出す。

連続したキズは音飛び
の原因となります。

必ず内側から外側へ 連続したキズは音飛び
の原因となります。

必ず内側から外側へ

大切な録音を消さないために（MD）
録音用MDには、大切な録音を間違って消さないため
の、誤消去防止つまみがついています。

R	曲名などを記入したラベルは、指定以外の位置には張ら
ないでください。万一、ラベルエリアよりはみ出したり、
はがれかかったままMDを挿入すると、故障の原因とな
ります。

R	MDは	E などの矢印に
従って正しく入れてくだ
さい。間違った方向で挿
入すると、故障の原因と
なります。

カセットテープの取り扱いかた

R	テープにたるみ
4 4 4

がありますと、巻
き込まれたり、故障の原因になり
ます。使用する前に右図のように
してたるみ

4 4 4

を取り除いてください。

R	テープを引き出したり、テープ
面に触れないでください。

大切な録音を消さないために(カセットテープ)

カセットテープには誤消去防止用のツメ（タブ）がついてい
ます。
R	ツメを折っておくと録音

(消去)ができなくなり、誤っ
て消してしまうことが防げ
ます。

B面用ツメ

A面用ツメ

R	再び録音したいときはツメ
の穴をセロハンテープなど
でふさぎます。

セロハンテープ

録音・編集するとき
はつまみを閉じる

誤って消してしまわ
ないようにつまみを
開く（消去防止状態）

おもて面

誤消去防止つまみ

録音・編集するとき
はつまみを閉じる

誤って消してしまわ
ないようにつまみを
開く（消去防止状態）

おもて面

誤消去防止つまみ

矢印
ラベル面

矢印
ラベル面

矢印方向に
鉛筆を回す。
矢印方向に
鉛筆を回す。

CD、MD、テープの取り扱いについて



�0

故障かな？と思ったらー修理に出す前にもう一度お確かめください｡ー

症　　　状 原　　　　　因 処置・確認のしかた 参　照 
ページ

共
通
部

音がでない。 R	ヘッドホンがつながれている。 R	ヘッドホンのプラグを抜く。 11

表示窓の時刻と曜日表示
が点滅している。

R	20分以上の停電があったため。	
または電源コードを抜いたため。

R	時計合わせやタイマーの予約をし
直す｡ 12

Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
部

再生が始まらない。
R	CDが裏返しに入っている。

R	文字のある面が上になるように正
しく入れる。 16

R	レンズに露がついている。
R	電源を入れたまま、1～2時間待
ち乾いてから使う。 7

音飛びがする。 R	CDにキズがある。 R	CDを交換する。 -

Ｍ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
部

再生が始まらない。 R	レンズに露がついている。
R	電源を入れたまま、1～2時間待
ち乾いてから使う。 7

倍速録音ができない。
R	CDのプログラム再生、ランダム再
生になっている。

R	 [再生/FMモード]を押してプログ
ラム再生、ランダム再生を解除する。

19
20

編集操作ができない。
R	再生モード（PRGM、RANDOMま
たはGROUP）がオンになっている。

R	[ 再生 /FM モード ]を押して再生
モードを解除する。 19

テ
ー
プ
デ
ッ
キ
部

再生音が小さい。 R	ヘッドが汚れている。 R	ヘッドを清掃する。 7

TAPE録音ボタンを押し
ても録音状態にならない。

R	カセットの誤消去防止用のツメが
折れている。

R	セロハンテープなどでツメの穴を
ふさぐ。 49

チ
ュ
ー
ナ
ー
部

雑音が多くて放送がうま
く受信できない。

R	アンテナの調節が不充分。
R	アンテナの調節をし直す。または
本機の設置場所を変える。 10

R	AMループアンテナ線の接続が違
う。

R	白線側を[AM EXT]側に接続する。 10

タ
イ
マ
ー
部

タイマーがスタートしな
い。

R	電源が「入」になっている。
R	現在時刻と曜日が合っていない。

R	電源を「切」にする。
R	正しい時刻と曜日に設定し直す。

13
12

R	タイマー表示（j）とタイマー番号
（1～4）が表示されていない。

R	[時計／タイマー]を押してタイマー
表示（j）とタイマー番号（1～4）を
表示させ、再設定する。

42
44

リ
モ
コ
ン

リモコン操作ができない｡
R	リモコンの乾電池が消耗している。 R	新しい乾電池（単3形）と交換する。 9

R	リモコン受光部に直射日光などの
強い光が当たっている。

R	直射日光や照明器具などの強い光
が当たらない所で操作する。 7

R 上記の処置をしても正しく動作しないときは
本機はマイコンの働きで、多くの動作を行なっております｡
万一どのボタンを押してもうまく動作しないときは､一度電
源コードをはずし、しばらく待ってからつなぎ直してくだ
さい。そのあと時計合わせやタイマー予約をし直してくだ
さい。

R	大切な録音の場合は、必ず事前に試し録音をして正常に録
音できることを確認してからお使いください。

R	本機の故障または不具合等により録音・再生などにおい
て利用の機会を逸したために発生した損害等の補償に
ついては、ご容赦ください｡

お願い

R	本機の故障または不具合等により録音・再生などにおい
て利用の機会を逸したために発生した損害等の補償に
ついては、ご容赦ください｡

お願い
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R メッセージ一覧表（MDおよびCDのとき）

メッセージ 意　　　味 処　　　置

BLANK DISC 何も録音されていないMDが入っている。

CANNOT JOIN
MDのシステム上の制約です。

「MDの制約について」をご覧ください。
（A48）

離れているグループをつなげようとした。
となりあうグループとつなげてください。

（A39）

CANNOT
LISTEN 倍速録音中に音量・音質調節をしようとした。

倍速録音中は、CDの再生音が出ません。
終わるまで待ってください。

CANNOT REC
NORMAL ONLY

倍速録音ができない。
倍速録音に失敗した。

等速録音にしてください。

CANNOT TITLE MDに入力できる文字数（合計で1792文字）を
越えている。 1792文字以下にしてください。

CANNOT PLAY

再生できないディスク（DVDディスク、ファ
イナライズされていないCD-R/CD-RWディ
スク、再生可能なファイルが記録されていない
CD-R/CD-RWディスク、何も記録されていな
いCD-R/CD-RWディスク）が入っている。

本機はDVDディスクには対応していません。
ファイナライズされたCD-R/CD-RWディス
ク、または再生可能なファイル（A7）が記録さ
れたCD-R/CD-RWディスクに取り換えてくだ
さい。

DISC FULL
MDの空き時間が足りない。
曲番号が254を超えている。
（254曲まで録音可能）

他の録音用MDと取り換えてください。

DISC
PROTECTED MDが誤消去防止状態になっている。 MDの誤消去防止つまみをずらし、穴の閉じた

状態にしてください。

EMERGENCY
STOP 異常が発生した。 電源を入れ直してください。

GROUP TRACK すでにグループに登録されている曲を選んでグ
ループを作ろうとした。

グループに登録されていない曲を選んでグルー
プを作成してください。（A37）

HCMS
CANNOT COPY

倍速で録音した曲を、その曲の録音開始から
74分以内に再び倍速録音しようとした。

著作権保護のため内部タイマーが働いていま
す。74分以上待つかまたは等速録音にしてく
ださい。

MD NO DISC MDが入っていない。 MDを入れてください。

NON －AUDIO
CANNOT COPY

CD-ROM（ビデオCDなど）をデジタルダビン
グしようとした。 録音を中止してください。

PLAYBACK 
DISC 再生専用MDに録音・編集しようとした。 録音用MDと取り換えてください。

READ ERROR MDが異常（損傷している）。 MDを取り換えてください。

SCMS
CANNOT COPY デジタルのコピーのコピーを作ろうとした。

自動でアナログ録音に切り換わります。
（A24、48）

TRACK
PROTECTED

他の機器でDIVIDE、JOINまたは消去ができ
ないようになっている。

本機では解除できません。録音した機器で編集
操作してください。
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保証とアフターサービス

R	別売のオプション品はお買い上げの販売店でお求めください。品番は変更されることがあります。
R	この製品の製造時期は本体の裏面に表示されています。

（必ずお読みください）

保　証　書（別添）

保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店名」等の記入
をお確かめのうえ、販売店から受取っていただき内容
をよくお読みの後、大切に保管してください。

修理に際しましては保証書をご提示ください。
保証書の規定に従って販売店が修理させていただきます。

便利メモ

お買い上げ店名
　（　　      ）　   　    －　　　

修理すれば使用できる製品については、お客様のご要望に
より有料で修理させていただきます。

修理に関するご相談やご不明な点は
修理に関するご相談やご不明な点は、お買い上げの販売店または53ページの「ビクターサービス窓口案内」をご覧のうえ
最寄りのサービス窓口にお問い合わせください。   

ＣＤ︲ＭＤポータブルシステム補修用性能部品の最低保有
期間は、製造打切り後₆年です。

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するため
に必要な部品です。

補修用性能部品の最低保有期間

保　証　期　間
お買い上げの日から１年間

修理を依頼されるときは 持込修理
50ページの「故障かな？と思ったら」に従ってお調べください。それでもなお異常のあるときは、使用を中止し、お買い上
げの販売店に修理をご依頼ください。このとき不具合の発生したＣＤやＭＤなどのメディアも、一緒にご持参ください。

保　証　期　間　中　は 保証期間が過ぎているときは

お買い上げ日

・
・
・

ヘ ッ ド ホ ン
電 源 コ ー ド
接 続 コ ー ド

：HP-S35
：CN-325A（長さ1.8m）
：CN-203A（LINE端子の接続用）

・
・
　
・

ＭＤレンズクリーナー
ＦＭフィーダーアンテナ
（アンテナコネクター
アンテナコネクター

：CL-MLA
：CN-511A（300Ω）
：VZ-71Aと一緒に使います）
：VZ-71A（75Ω⊘300Ω）

別売のオプション品

お客様の個人情報のお取り扱いについて
ご相談窓口におけるお客様の個人情報につきましては、日本ビクター株式会社およびビクターグループ関係会社（以下、当社）にて、
下記のとおり、お取り扱いいたします。
R  お客様の個人情報は、お問い合わせへの対応、修理およびその確認連絡に利用させていただきます。
R  お客様の個人情報は、適切に管理し、当社が必要と判断する期間保管させていただきます。
R  次の場合を除き、お客様の同意なく個人情報を第三者に提供または開示することはありません。

A 上記利用目的のために、協力会社に業務委託する場合。当該協力会社に対しては、適切な管理と利用目的外の使用をさせない措置をとります。
B 法令に基づいて、司法、行政またはこれに類する機関から情報開示の要請を受けた場合。

R  お客様の個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきましたご相談窓口にご連絡ください。

保　証　書（別添）

保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店名」等の記入
をお確かめのうえ、販売店から受取っていただき内容
をよくお読みの後、大切に保管してください。

修理に際しましては保証書をご提示ください。
保証書の規定に従って販売店が修理させていただきます。

便利メモ

お買い上げ店名
　（　　      ）　   　    －　　　

修理すれば使用できる製品については、お客様のご要望に
より有料で修理させていただきます。

修理に関するご相談やご不明な点は
修理に関するご相談やご不明な点は、お買い上げの販売店または53ページの「ビクターサービス窓口案内」をご覧のうえ
最寄りのサービス窓口にお問い合わせください。   

ＣＤ︲ＭＤポータブルシステム補修用性能部品の最低保有
期間は、製造打切り後₆年です。

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するため
に必要な部品です。

補修用性能部品の最低保有期間

保　証　期　間
お買い上げの日から１年間

修理を依頼されるときは 持込修理
50ページの「故障かな？と思ったら」に従ってお調べください。それでもなお異常のあるときは、使用を中止し、お買い上
げの販売店に修理をご依頼ください。このとき不具合の発生したＣＤやＭＤなどのメディアも、一緒にご持参ください。

保　証　期　間　中　は 保証期間が過ぎているときは

お買い上げ日

・
・
・

ヘ ッ ド ホ ン
電 源 コ ー ド
接 続 コ ー ド

：HP-S35
：CN-325A（長さ1.8m）
：CN-203A（LINE端子の接続用）

・
・
　
・

ＭＤレンズクリーナー
ＦＭフィーダーアンテナ
（アンテナコネクター
アンテナコネクター

：CL-MLA
：CN-511A（300Ω）
：VZ-71Aと一緒に使います）
：VZ-71A（75Ω⊘300Ω）

別売のオプション品

お客様の個人情報のお取り扱いについて
ご相談窓口におけるお客様の個人情報につきましては、日本ビクター株式会社およびビクターグループ関係会社（以下、当社）にて、
下記のとおり、お取り扱いいたします。
R  お客様の個人情報は、お問い合わせへの対応、修理およびその確認連絡に利用させていただきます。
R  お客様の個人情報は、適切に管理し、当社が必要と判断する期間保管させていただきます。
R  次の場合を除き、お客様の同意なく個人情報を第三者に提供または開示することはありません。

A 上記利用目的のために、協力会社に業務委託する場合。当該協力会社に対しては、適切な管理と利用目的外の使用をさせない措置をとります。
B 法令に基づいて、司法、行政またはこれに類する機関から情報開示の要請を受けた場合。

R  お客様の個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきましたご相談窓口にご連絡ください。
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ビクターサービス窓口案内（ビクターサービスエンジニアリング株式会社）
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主な仕様
CDプレーヤー部
形式	 コンパクトディスクデジタルオーディオシステム
サンプリング周波数	 44.1	kHz
チャンネル数	 2チャンネル・ステレオ
周波数特性	 20	Hz～20	kHz

MDレコーダー部
形式 ミニディスクデジタルオーディオシステム
記録方式 磁界変調オーバーライト方式
再生時間 録音時間のモード
	 	 　SP	 ：	 80分
	 	 　LP2	：	160分
	 	 　LP4	：	320分
サンプリング周波数 44.1	kHz
音声圧縮方式 ATRAC/ATRAC3（MD	LP）方式
チャンネル数 2チャンネル・ステレオ
周波数特性 20	Hz～20	kHz

チューナー部
受信周波数 FM：76.0	MHz	～108.0	MHz
	 	 AM：531	kHz～1,629	kHz
アンテナ FM：75	Ω不平衡型／ロッドアンテナ
	 	 AM：ループアンテナ

テープレコーダー部
トラック方式	 コンパクトカセット・ステレオ
録音方式	 交流バイアス
消去方式	 交流消去
ヘッド	 消去（2ギャップフェライト）
	 	 録音・再生（ハードパーマロイ）
	 	 	 　コンビネーション×1
早巻時間	 約200秒（C-60）
周波数範囲	 ノーマルテープ
	 	 	 　：60	Hz～12.5	kHz（JEITA）

タイマー部
タイマー形式 4プログラム動作（オン・オフタイマー）
	 	 (WEEKLY/ONCE切換可能)
スリープタイマー 10、20、30、60、90、120、150分
	 	 （ディマー機能付）
時計表示 24時間表示

共通部
スピーカー	 8cm（丸形×2）、4	Ω
入力端子 LINE	IN（φ3.5ステレオミニ×１）
	 	 	 500	mV/47	kΩ：LEVEL1
	 	 	 250	mV/47	kΩ：LEVEL2
	 	 	 125	mV/47	kΩ：LEVEL3
出力端子 LINE	OUT（φ3.5ステレオミニ×１）
	 	 	 250	mV/2.5	kΩ
	 	 PHONES（φ3.5ステレオミニ×１）
	 	 	 15	mW	＋15	mW	/	32	Ω
	 	 適合インピーダンス16	Ω～1	kΩ
実用最大出力 4	W＋4	W（JEITA/AC）
電源 AC100	V（50	Hz/60	Hz共用）
消費電力 電源	 入（ON）時26	W
	 	 	 		 切（STANDBY）時0.9	W
最大外形寸法 幅460	㎜×高さ188	㎜×奥行	268㎜
質量 約5.6	㎏

R JEITAは、電子情報技術産業協会の規格による数値です。
・本機は､ドルビーラボラトリーズの米国及び外国特許に基づく許諾製品です。

MD80
使用時

ー本機の仕様および外観は、改善のため予告なく変更することがあります。ー
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索引
数字

1曲だけ録音 ..............................................  27, 31

アルファベット
ALL ERASE ....................................................   36
AMループアンテナ .........................................   10
CD .......................................   16, 24, 26, 30, 49
CD-R/CD-RW ............................................   7, 24
DIVIDE .............................................................   34
DIVIDE GR ......................................................   38
ENTRY GR ......................................................   38
ERASE .............................................................   36
ERASE GR .....................................................    41
FM屋外アンテナ ..............................................   10
FMモード .........................................................   14
FORM GR ........................................................   37
HCMS ...............................................................   48
JOIN .................................................................   35
JOIN GR ..........................................................   39
LINE ............................................  10, 11, 22, 29
MD ........................  16, 24, 26, 32, 34, 48, 49
MOVE ...............................................................   35
MOVE GR ........................................................   39
QPリンク再生 ..................................................   22
SCMS ........................................................  24, 48
UNGR ALL ......................................................   41
UNGROUP ......................................................   40

ア行
α サウンド .......................................................   13
オートスタンバイ .............................................   46
オート選局 ........................................................   14
オートプリセット .............................................   15
お知らせサウンド .............................................   13
おやすみタイマー .............................................   42

カ行
拡大表示 ............................................................   46
カラーモード ....................................................   47
グループ再生 ....................................................   19
グループタイトル .............................................   32
グループ編集 ..........................................   37～41
グループ録音 ....................................................   26
個人情報 ............................................................   52

サ行
再生 .............................................................  16, 17
再生タイマー ....................................................   44
サウンドリフター .............................................   13
シンクロ録音 .............................................  26, 28
スーパーバスプロ .............................................   13
スヌーズ ............................................................   45
スリープ ............................................................   42

タ行
タイトルサーチ ................................................   21
タイトル入力 ....................................................   32
ダイレクト選曲 ................................................   18
チャイルドロック .............................................   47
ディスクタイトル .............................................   32
ディマー ............................................................   47
デモ表示 ............................................................   11
電源コード ........................................................   11
時計合わせ ........................................................   12

ハ行
倍速録音 .....................................................  26, 48
表示窓 ............................................................. 8, 23
プログラム再生 ................................................   20
プログラム録音 .........................................  27, 31
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